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アメリカ国立 PTSD センター  National Center for PTSD 
アメリカ国立 PTSD センター（National Center for PTSD）は、退役軍人省（Department of Veterans Affairs; 

VA）に属する、PTSD およびその他のトラウマ性ストレス関連疾患に関する研究、教育プログラムの分野を国際的

にリードする機関です。1989 年に連邦議会の要請を受け、現在、センターは７つの組織から成る卓越した研究拠

点として、トラウマ性ストレスの分野における研究、教育、コンサルテーションを提供しています。なお本冊子の見解、

及び内容の文責は著者らにあり、かならずしも物質乱用衛生管理局（Substance Abuse and Mental Health 

Services Administration; SAMHSA）、アメリカ保健社会福祉省（U.S. Department of Health and Human 

Services ; HHS）の見解を反映しているわけではありません。 
 

アメリカ国立子どもトラウマティックストレス・ネットワーク  National Child Traumatic Stress Network 
アメリカ国立子どもトラウマティックストレス・ネットワーク（National Child Traumatic Stress Network; NCTSN）

は、研究機関と、地域に密着したサービスを提供する機関の協同による、他に類のないネットワークです。2000 年

の連邦議会により設立されました。その使命は、アメリカ全土にいるトラウマを受けた子ども、およびその家族に対

するケアの水準を向上させること、各種サービスへのアクセスを増やすことです。NCTSN は、国の機関として、子ど

もの発達に関する知識、あらゆる種類の子どものトラウマ体験に関する専門的技術、文化的視点への配慮を組み

合わせて、根拠に基づいた介入、トラウマの知識を活用したサービス、一般および専門家に対する教育などの領

域における、発展と普及に貢献しています。 
 

この冊子の著作権は保護されています。コピーもしくは電子媒体による再頒布は自由ですが、内容の改変はで

きません。本冊子を使用したり、内容を引用したりする場合は、引用元をかならず明記してください。この冊子をコピ

ー等によって配布する場合、著者らへの対価は必要ありません。許可なく商業活動において使用することはかたく

禁じます。商業出版物での使用を希望する場合は、いかなる内容であれ、事前に NCTSN からの許諾書を得てく

ださい。NCTSN の基準に基づいて個別的に判断したうえ、可否の判断をいたします。本冊子の使用に関する許

諾が必要な方は、メリッサ・ブリマー博士 Melissa Brymer, Ph.D. までご連絡ください。 
[mbrymer@mednet.ucla.edu] 
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Osofsky, H., Pynoos, R., Ruzek, J., Steinberg, A., Vernberg, E., Watson, P. (National Center for PTSD and 

National Child Traumatic Stress Network). All rights reserved. 
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はじめに                                        

Introduction and Overview 
 

災害、あるいは衝撃的な出来事に遭遇した人――被災者も、目撃者も、あるいは支援者も――そのあとの数週

間、あるいは数カ月のあいだ、さらなる困難に苦しめられることがあります。なかには治療を必要とする人もいるでし

ょうが、いくつかのスキルを学ぶことが役に立つ人も少なくありません。「サイコロジカル・リカバリー・スキル Skills 

for Psychological Recovery; SPR」は、トラウマ性ストレスへの介入法に関する研究、災害現場で学ばれた知恵、

被災地での実践から生まれました。被災者や支援者が必要としていること、困っていることを解決するのに役立つ

よう構成されています。SPRは災害、テロなどのトラウマ体験に遭遇した個人、または集団への効果が認められてい

る介入法です。また、トラウマ性ストレスを受けたあとの回復力向上や、機能回復の促進に関する研究成果とも合致

しています。 
 

サイコロジカル・リカバリー・スキル；ＳＰＲ とは 

What is Skills for Psychological Recovery? 

 

「サイコロジカル・リカバリー・スキル；SPR」は、災害やテロが発生して数週間から数カ月のあいだに、子ども、若

い人、大人、家族に対して行うことのできる効果の認められた心理的支援の方法を、必要な部分だけ取り出して使

えるように構成したものです。PFA*による活動が行われたあと、あるいは、PFA よりさらに集中的な介入が必要とさ

れる場合に用います。SPR は、被災者が苦痛をやわらげ、災害後のストレスや、さまざまな困難にうまく対処するた

めのスキルを身につけられるよう、構成されています。SPR は、被災者は広範囲にわたる反応（身体的、心理的、行

動上、スピリチュアルな問題）を経験するものである――期間は人によってさまざまですが――という理解に基づい

ています。多くの被災者は独力で回復を遂げていきますが、一方で、適応的な対処を妨げるつらい反応に苦しむ

被災者もいます。共感、思いやり、そして知識をそなえた支援者が適切なスキルを紹介することによって、こうした

被災者を手助けすることができます。 
 

＊PFA (Psychological First Aid) に関する情報は、〔兵庫県こころのセンターのウェブサイト http://www.j-hits.org〕を

参照してください。 
 

SPR の原則と手法は、次の 4 つの基準を満たしています。 
 

（1） トラウマのリスクと回復に関する研究の成果に合致する 

（2） 災害現場への適用が可能で、実用性がある 

（3） ライフサイクルの各段階に適切である 

（4） 文化に対する配慮がされている 
 

SPR は回復を促進し、自己効力感を高めることを目的として構成された、スキル・トレーニング法です。SPR では

いくつかのスキルを組み合わせますが、それらは、さまざまなトラウマ後の状況で役立つことが知られているもので

す。スキルを向上させるアプローチは、支持的なカウンセリングよりも効果的であることが研究によって示されていま

す。SPR は病理を対象としないという点において、メンタルヘルス治療とは異なっています。SPR が力点をおいてい

るのは病理ではなく、被災者が、コントロール感と物事を遂行する能力を再び手にすることができるよう、手助けす
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ることです。SPR は重い精神疾患を対象とするものではありませんが、そうした専門的サービスと併せて提供される

ことはあります。 
 

ＳＰＲの提供に必要な期間 

How Long Will SPR Take? 

 

SPR は、多くの被災者とは 1 回か 2 回しか接触できない可能性がある、という現実を考慮に入れています。専門

家による指針は、行動を確実に変化させるには、 低 3 回～5 回のスキル・トレーニング面接が必要であることを示

唆しています。しかし SPR は、複数回の接触が現実的に難しいときに、1 回の独立したセッションでも提供すること

ができ、かつ、役立ててもらうことができます。しかし SPR を被災者に紹介するときには、面接は 1 回以上行うほうが

有効であることを明確に伝えてください。 
 

面接回数は、SPR を開始する時期によっても左右されます。SPR を出来事の 4 週間後に行う場合と、18 ヶ月後に

行う場合では、大きく異なってくるでしょう。提供者は 初の出会いで、被災者の生活にその時点でどんなことが起

こっているか、新しいスキルを習得するためのエネルギーと時間がどれくらいあるか、アセスメントしてください。出来

事を思い出させるきっかけを避ける必要性も、回復の早期と後期とでは異なるでしょう。回避していることにチャレン

ジして恐怖に向き合うことを勧めるかどうかは、その出来事からどれだけの時間が経過しているかによります。 終

的にどのスキルを教えるかの判断は、時間という枠組みによって変わってくるでしょう。たとえば、早期には実際的

な問題解決を選ぶことが多いでしょうし、もっと時間がたってからは、役に立つ考え方や前向きな活動に焦点を合

わせることが多くなるでしょう。 
 

ＳＰＲの基本的目標と目的 

What Are the Basic Goals and Objectives of SPR? 

 

SPR は次のことを目標としています。 
 

1．被災者のこころの健康を守ること 

2．被災者が自分の必要としていること、困っていることに対処する能力を高めること 

3．子ども、若い人、大人、家族の回復を促進するスキルを教えること 

4．適応的な行動を見出し、それを支援しながら、不適切な行動を防ぐこと 
 

こうした目標を達成するために、まず被災者のニーズを明確にし、優先順位を決めます。それから SPR の中心と

なるスキルを学んでいきます。 
 

• 問題解決のスキルを高める――問題と目標を明確にし、さまざまな解決方法のアイディアを出し（ブレイン

ストーミング）、それらの方法を評価し、もっとも役に立ちそうな解決策を試してみる方法。 

• ポジティブな活動をする――ポジティブで気分が晴れるような活動とはどのようなものか考え、それをやっ

てみることで、気分と日常生活機能を改善する方法。 

• 心身の反応に対処する――動揺させるような状況に対する心身のつらい反応に対処し、それらをやわらげる

方法。 

• 役に立つ考え方をする――苦痛を生みだす考え方を特定し、それをより苦痛の少ない考え方におきかえ

る方法。 
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• 周囲の人とよい関係をつくる――周囲の人や地域の支援機関との関係を改善する方法。 
 

これらの目標と目的は、基本的な支援の原則のうえに成り立つものです。新しいスキルを伝授しようとする介入は、

どんなものであれ、シンプルな傾聴と支持に比べて負担を与えます。だからこそ、SPR は妥当性、支持的な態度、

安心感をともなった強い信頼関係（ラポール）のもとで提供されなくてはなりません。こうした関係が基盤にあれば、

SPR は被災者に対して負担を与えることなく、思いやりをもったやり方で提供できるでしょう。ひとたびこのような関

係を築くことができれば、提供者は以下のことに狙いを定めていきます。 
 

 被災者がもっとも緊急に必要としていること、困っていることを特定できるように手助けし、かれらの行動を

方向づけるために必要な周辺情報を集める。 

 うまく対処できていることを支持し、そうした努力と強さを認め、被災者の自己効力感を高める。 

 復興回復のプロセスのなかで、被災者が積極的に自分の役割を引き受けられるよう励ます。 

 苦痛をやわらげ、日常生活の立て直しに役立つスキルを被災者に教える。 

 必要に応じて地域支援のシステム、精神保健サービス、公的サービス、その他の組織などに、被災者を紹

介する。 
 

ＳＰＲとＰＦＡの違い 

How is SPR Different from PFA? 

 

SPR は、災害発生直後の危機的状況がおさまってから、提供されることを意図して作られています。つまり、SPR

は復興回復期における心理的支援法です。一方 PFA は、災害の数日から数週間後、つまり即時的な対応と、回

復の初期段階の支援を提供することを目的としています。PFA 提供のタイミングは被災地の状況によるため、被災

後数日から数週間、という表現が用いられています。SPR は、安全と安心感、そのほか生存に関わるような緊急の

ニーズが満たされ、地域の行政機能が回復した頃に被災者を支援することを目的としています。ある場合には、

SPR は PFA による 初の対応のあと、災害の 1 週間後に提供されるかもしれません。またあるときには、出来事の

数週間後、あるいは数ヵ月後、さらには数年後に提供されることが適切な場合もあるでしょう。提供のタイミングは、

その災害がコミュニティの資源と基盤に与えた被害の大きさによって、変わってきます。 
 

SPR は、PFA よりも被災者のニーズに応じた特定のスキルを教えることと、そのスキルを有効に活用するためのフ

ォローアップの必要性を強調しています。PFA はそれとは対照的に、しばしばフォローアップが難しいような臨時的

な状況において提供されます。 
 

ＳＰＲと正式な治療の違い 

How is SPR Different from Formal Mental Health Treatment? 

  

SPR は正式な治療を目的とするものではなく、二次的な障害を予防することを目的としています。別の言い方を

すれば、SPR は中間的な介入ということです。つまり苦痛をやわらげ、その人が元々もっている対処のスキルを見出

し、もてる力を高め、場合によっては正式な治療の必要性を下げることを目的としています。あなたは SPR の提供

者として、適切な SPR のスキルを教え、スキルの活用を強化する積極的な役割をとります。たくさんの人々のニーズ

に、SPR はおおいに役立つでしょう。しかし SPR が苦しみを軽減する役に立たないときには、被災者をより集中的な

治療的介入に紹介することもあります。被災者がほかのサービスに移行する手助けをするなかで、1 つ、もしくはそ

れ以上の問題に取り組むことができるかもしれません。また、 初のアセスメントで深刻な精神的問題が明らかにな
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った場合は、すぐに適切なサービスを紹介する必要があります。 
 

ＳＰＲを提供する人 

Who Delivers SPR? 

 

SPR の提供者として想定されているのは、災害支援活動を行う組織に所属して、子ども、家族、大人に継続的な

サポートと支援を提供している、精神保健およびその他の保健領域で働く支援者です。提供する人は、基礎的な

資格認定研修を受けており、トラウマ性ストレスへの対応経験、もしくは、災害支援に関するある程度の経験をもっ

ていることが理想です。緊急事態・危機カウンセリング、地域精神保健、保健医療、スクールカウンセリング、宗教的

奉仕活動、地域の復興回復プログラム、国内あるいは国際的 NPO、その他被災後の中長期的な回復支援サービ

スを提供している災害関連組織などの組織や事業などで働く支援者です。 
 

ＳＰＲを提供する場所 

Where Can SPR Be Used? 

 

SPR は、被災者のプライバシーを守ることのできるクリニック、学校、支援センター、家庭、会社、難民キャンプ、

宗教施設、あるいはその他のコミュニティ・グループなどで提供できます。少なくとも 45 分間連続した時間をとること

ができる、静かな個室があればベストです。できれば継続面接を行うことが望ましいので、あなたが被災者のもとに

出向いて支援を提供している場合は、連絡方法についてよく確認してください。 
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ＳＰＲを提供するにあたって                            

Delivery Considerations 
 

ＳＰＲを提供する準備 

Preparing to Deliver SPR 

 

準備と訓練によって、SPR 提供者は次のような局面で、より自信を持って活動を行なうことができます。 

• 被災者とのあいだに SPR スキル提供の基盤となる信頼関係を作る 

• 被災者の反応、ニーズ、持てる力に関する情報を集める 

• 被災者に SPR スキルの中心的な内容を教える 

• 特定のスキルをいつ、どのように教えるか判断する 

• 被災者のニーズにあわせて、スキルの内容を調整する 

• 被災者に対する継続的な支援方法を考案する 
 

提供者は子ども、高齢者、特定のニーズをもつグループに対応することもあるかもしれません。そうしたときには、

より専門的な知識が必要とされるでしょう。 
 

被災地の支援を行うためには、起こった出来事の性質、影響を受けている人々、現在の状況、受けられる支援

事業などに関する基本情報を入手しておく必要があります。 
 

提供者―被災者関係の重要性  The Importance of the Provider-Survivor Relationship 

SPR を受け入れ、役立ててもらうためには、被災者とのあいだに建設的え協力的な関係を築かなくてはなりませ

ん。なぜなら、このマニュアルは回復のための特別なスキルを教えることに焦点が合わせられており、それは、提供

者にとっても被災者にとっても、負担の大きいことだからです。共感的で、信頼に足り、敬意にあふれる効果的なコ

ミュニケーションを行うことが重要です。 
 

被災者に対して思いやりのある、効果的なやり方で関与してください。次のことを目標にします。 
 

• スキルを効果的に習得してもらうことに焦点づけた現実的なアプローチを行う 

• 被災者が新しい環境に再適応できるように支える 

• 傾聴し、悩みを受けとめ、共感を示す 

• 被災者の粘り強さと意欲を高める 

• 被災者の持てる力を見出し、新しく学んだ対処スキルとともにそれらを高める 
 

提供者はまず、それぞれのスキルを学ぶ意味を被災者に説明することからはじめます。次に被災者といっしょに、

どのスキルに焦点を合わせるかを決めます。すべての人にすべてのスキルを教えるのではなく、被災者のニーズに

あったスキルを選んでください。被災者が提供者と過ごす時間から 大限のものを得られるよう、オープンで率直な

やりとりをしてください。敬意と深い思いやりを示すことによって、被災者との間に効果的な協働関係を築くことがで

きれば、被災者にさらなる支援を受け入れてもらうことができるでしょう。スキルを教えることを焦らないでください。
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被災者のペースで進み、必要に応じてスキルの手順を確認してください。1 回しか会えないこともあるかもしれませ

ん。そうした場合には、それぞれのスキルの使い方を概説することに的をしぼった面接を行ってください。それだけ

でも、苦しみに圧倒され希望を失っている被災者の助けになるでしょう。被災者が 1 回以上の面接は必要ないと考

えているなら、その決断を尊重してください。必要に応じて、あなたあるいはほかの提供者にコンタクトできる場所と

時間を伝えてください。 
 

SPR を紹介するときには、SPR が支持的なカウンセリングや精神科治療とは異なっている点について説明し、そ

の目的を伝えてください。これは協働的な雰囲気のなかで行うようにしてください。被災者ができていることが 1 つで

もあれば、それを認めてください（たとえばあなたと話をする勇気をもっていること）。そうすることによって、あなたと

被災者は困難に効果的に対処するために一緒に作業するパートナーである、という印象を与えられるでしょう。たと

えば、次のように伝えます。 
 

大人／ 
保護者 
 

今日はお越しいただいてありがとうございます。私たちが今日、そしてこれから、どんなことが

できるかを説明していきます。あなたはこれまでにも、カウンセラーにお会いになったことがある

かもしれませんね。でも、私はカウンセラーというよりは教師、あるいはコーチに近い存在になると

思います。私は、困難な出来事に遭遇したときに役に立つ、「スキル」を学ぶ手助けをします。そ

れはちょうど、道具箱に入った道具のようなものです。 
まず、あなたにとってもっとも緊急に必要なことや、困っていることは何かを、明確にしていきま

しょう。そのあとで、私がいくつかのスキルを紹介します。あなたは、自分の役に立ちそうなスキル

を選んでください。スキルを学ぶのにかける時間も、ご自身で決めることができます。ただし、もし

可能であれば、順調にいってるかどうかを確認したりスキルの内容を微調整したりするために、

何度かお会いしたほうがいいとは思います。スキルを習得するために役に立つのは練習です。

それから、実際にスキルを使ってあなたのいつものやり方と比べてみることも役に立ちます。 
ここまでの話、ご理解いただけたでしょうか？ 

 

子ども 
 

今日は来てくれてありがとうね。私はどっちかというと、先生とかコーチみたいなものなの。あな

たにはたいへんなことがあったよね。だから、もっとリラックスして、元気になって、また楽しい気分

になれるような新しい方法を、あなたといっしょに練習したいと思うんだ。まずはあなたのことと、こ

れまでどんなふうだったかを、お話してくれるかな。それから、いっしょに練習していこうね！ 
 

 

期待値を設定することの重要性  The Importance of Setting Expectations 
 

提供者にとって： 

SPR スキルを教えるときには、練習と定期的な観察――スキルの進み具合と、その人にそのスキルがあっている

かどうかをモニターすること――の両方が必要です。それは提供者自身にとっても同じことです。ほかのスキルのほ

うがもっと自信をもって教えられるからといって、あるスキルを教えることを避けないように注意しなくてはなりません

（たとえば、呼吸法を教えるほうが気楽だからといって、問題解決について教えることをためらうなど）。また、時間の

限られた介入では、できることに限界があることを心にとめておいてください。あなたが被災者に複数のスキルを教

えたいと思っても、1 回か 2 回しか会うことができないなら、スキルを取捨選択しなくてはなりません。スキルを教える

ときには、被災者が確実にやり方を理解して実践できるように、すべての手順を確実に教えてください。手順を飛ば

したり、急いだりしてはいけません。たった数回のセッションで被災者の人生に重要な変化をもたらそうとして、自分

にプレッシャーを与えないようにしましょう。短期間での改善が可能な被災者もいれば、日常生活機能を改善したり
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苦痛を和らげたりするために、より長期間もしくは集中的な介入を必要とする被災者もいるでしょう。面接を重ねても

被災者の生活、もしくは苦痛に変化がみられないような場合は、地域の精神保健の専門家に紹介してください。 
 

被災者にとって： 

SPR ができることとできないこと、つまり、SPR の強みと限界を被災者に具体的に説明してください。SPR はほか

のカウンセリングよりも多くの手段やスキルを提供します。一方で、正式な治療であれば行うような介入をすべて行う

ものではありません。スキルがもっとも役に立ちそうな機会や場面で、スキルを集中的に、実験的に使ってみるよう

被災者に勧めてください。そうすることによって、成功のチャンスを 大にすることができます。次のように伝えてみ

るといいでしょう。「私たちが会えるのは数回でしょうから、あなたにとって優先順位が高いスキルを選びましょう。そう

することによって、この時間を 大限有効に使いましょう。日常生活のなかでいつどのようにそのスキルを使うかは、

あなた次第ですが、練習すればするほど、きっとより多くの成果が得られるでしょう」。 
 

SPR を提供するためには、被災者とのあいだに支持的で共感的なパートナー関係をつくることが必要です。それ

によって、被災者は新しいスキルを学びやすくなりますし、次のようなことも可能になります。 

• 困難な状況でも諦めなくなる 

• もてる力を維持する、あるいは高めることができる 

• 「かたまっている」状態から動きはじめ、ものごとをより効果的に行うことができる 

• 自分の困難や抱えている問題について気軽に話せるようになる 

• 必要な支援を求められる 

• 破滅的で不健康な行為をやめる、もしくは減らそうと試みることができる 
 

発達に関する視点の重要性  The Importance of a Developmental Perspective 

被災者の発達段階を考慮しなくてはならないのは、ほかの心理的支援と同じです。あらゆる年齢の人が災害に

遭遇し、心理的な影響を受ける可能性を持っています（ふたたび災害が起こることへの不安、トラウマを思い出させ

るきっかけに対する過敏さなど）。ある特定の年齢層の被災者が、特定の心理的反応を体験することがあります（子

どもの分離不安が高まる、高齢者が喪失からの回復に大きな困難を抱えるなど）。この冊子のスキルを理解し、活

用する力は、その人の発達的な段階によって左右されるという側面があります。あらゆる年代の人びとに役立てても

らうためには、それぞれの年代のニーズと能力に応じて、提供者が SPR の内容を調整しなくてはなりません。このた

め、SPR では、大人と同じものを子ども向けにアレンジした内容を提供します。 
 

文化に対する配慮の重要性  The Importance of Cultural Sensitivity 

SPR の提供を成功させるためには、提供者は文化、民族、信仰、人種、言語の多様性に対して、思慮深くなくて

はなりません。支援に出向く場合（アウトリーチ）でも、自分の地元で行う場合でも、自らの価値観、先入観について

意識的であってください。また、自分の価値観と支援する地域の価値観の違いについても、知っておかなくてはな

りません。あなたがその人をどう見るかということだけでなく、その人があなたをどう見るかということにも、意識を向け

ておきましょう。異文化について勉強することで、意識を高めることができます。被災者が自分たちの習慣や伝統、

儀式、家族のあり方、性役割、社会とのつながりを維持し、再建するのを支援することによって、あなたは災害の衝

撃に対処するかれらの力を高めることができます。その地域のことをよく知っている文化的主導者の力を借りて、そ

うした状況下での感情表現やふるまい方、行政機関に対する姿勢、支援に対する受け入れなど、地域に関する事

柄を学んでください。すべての文化、あるいはあらゆる家族や個人の慣習について知ることは、不可能です。よい

学び方の 1 つは、一緒に働く地元のスタッフや被災者から、かれらの文化について学ぶことです。 
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考慮すべきこと  Things to Consider 
 

1． 面接の回数はどれくらい必要か  

面接の回数は、さまざまな要因によって決まります。被災者の意欲、面接のために使える時間、スキルはど

れくらい機能しそうか、スキルは被災者が現在抱えている問題にどれくらい役立ちそうか、地域にはどんな利用

できる資源があるか、などの点を考慮に入れることになるでしょう。面接回数の予定を立てるときには、それぞれ

の面接について、あまり詳しい計画をたてないようにしてください。1 つのスキルを十分に教え、その先のことに

ついてはオープンにしておいてください。被災者に負担をかけすぎないようにしましょう。現実的であってくださ

い。一度に 1 つのスキルに集中してください。訪問の予定を立てるときには、その次の面接はないかもしれない

という可能性を、心にとめておいてください。取り組むべきスキルの選び方、意欲を高める方法、後退を防ぐ方

法に関するさらなる情報は、「継続面接」の章を参照してください。 
 

一般的な経験則によると、より多くのスキルを教え、あなたの指導のもとでそのスキルを使う機会が多ければ

多いほど、被災者はよりよい結果を得られます。その人が大きな問題を抱えている場合は、 低 5 回の面接を

予定してください。それだけあれば、必要なスキルを学び、習得する時間が得られるでしょう。 
 

2． 個人面接とグループ面接、どちらが適切か  

SPR は個人面接でも、小グループ面接あるいは家族面接でも、提供できます。グループは効率的ですし、メ

ンバー同士の相互サポートも促進されます。個人面接では、被災者の特定のニーズに焦点を合わせることが

でき、練習により多くの時間を使うことができます。SPR はグループ・セラピーではないことを忘れないようにして

ください。特定のスキルを教えるときには、グループで行うこともあるでしょうが、その場合には、一人ひとりのニ

ーズに応じたやり方を教えつつ、セッションがグループのメンバー全員に関与し続けるよう、バランスをとる必要

があります。 
 

3． 保護者の同意は必要か  

子どもと接触するときには、 初に親または保護者に会って、あなたの役割を説明し、同意を得てください。

若い人たちには、親に同席してもらったうえで、本人に了解をとるというやり方を考えてみてください。 
 

4． その被災者はＳＰＲの適応か 

SPR には適さない被災者もいるでしょう。強い自殺願望をもっている人、周囲に危険をおよぼす人、重度の

障害をもっている人、急性の精神症状のある人、強い認知障害がある人は、すぐに適切な機関に紹介する必

要があります。身体的な症状に関する訴えのある被災者は、SPR の手順に入る前に、医師を紹介してくださ

い。 
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1. 情報を集め、支援の優先順位を決める                           
Gathering Information and Prioritizing Assistance  

 

 

 

目標 

情報を集めて、支援者の所属機関が提供するほかの支援、もしくはほかの機関にすぐ紹介

する必要があるか、判断します。その被災者がもっとも緊急に必要としていること、困っている

ことを理解し、優先順位を決め、SPR による介入計画を立てます。 

理論的説明 

災害のあとには、災害で体験したことや、大切なものを失ったことによって、持続的な苦痛を

経験することが少なくありません。被災者は身体的、あるいは精神的な症状に対する支援を今

すぐ、あるいは長期的に必要としているかもしれません。さまざまな生活上のストレスや困難

に、直面しているかもしれません。安全に対する不安をいだいているかもしれません。対人関

係と社会機能の困難をもっているかもしれません。情報を集めることは支援の第一歩です。被

災者がいま必要としていること、困っていることを明確にし、優先順位を決め、対処していきま

す。 

対象 
すべての被災者。あなたが 初に接触することになる人もいれば、過去に支援を受けたこと

のある被災者もいるかもしれません。 

時間 10 分から 15 分 

使用する資料 

SPR スクリーニング用紙 

SPR スキルのフローチャート 

「サイコロジカル・リカバリー･スキル」とは？ 

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．いま必要としていること、困っていることを明確にする 

2．問題の優先順位を決める 

3．行動計画を立てる 
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情報を集めることの意味を説明する 
Give Rationale for Information Gathering 

 

情報を集め、支援の優先順位を決めることは、SPR の提供をはじめるにあたってとても重要な手順です。被災者

を迎えたら、いま必要としていること、困っていることを明確にし、優先順位を決めることを説明してください。次のよ

うに言います。 
 

どうすればあなたのお役に立てるかを知るために、いくつか質問をしてもよろしいでしょうか。あなたにとって

何が重要なのかが分かれば、私たちはあなたのもっともさし迫った問題に取り組むことができます。それぞれの

問題がいま、あなたにとってどれくらい大きいかについても伺いたいと思います。その前に、先に話しておいた

ほうがいい緊急のことがあれば、聞かせてください。 

 

 続いて、次のことを判断するために、いくつか簡単な質問をすることを説明してください。 
 

• すぐにほかのサービス、またはほかの機関を紹介する必要性があるか 

• 被災者が現実的に必要としていること、困っていることは何か 

• 被災者が支援に対して求めることの優先順位 
 

注意事項 

SPR の 初の目標は、被災者がいま必要としていること、困っていることに対処する手助けをするために、使

える時間をもっとも有効に使うことです。SPR は問題と解決に焦点を合わせた介入です。その被災者とは 1 度き

りしか会えないかもしれません。できるだけたくさんの情報を集め、できるだけ多くの支援を提供できるように、時

間を使ってください。情報収集は、だいたい 10 分から 15 分以内で行うようにしてください。 
 

あなたが、その被災者には文化的な背景（性別、年齢、民族、信仰）から、別の支援者のほうが適切であると

判断した場合は、どのようなタイプの支援者が被災者の希望に沿っているか考えてください。 

 

 

ステップ 1： いま必要としていること、困っていることを明確にする  

Identify Current Needs and Concerns  

 

ほとんどの被災者は、自分がまず 初にどんな支援を必要としているか、伝えることができるでしょう。被災者が

伝えた事柄に対しては、それ以上の質問はせず、対応してください。しかし、何を必要としているかはっきりさせるこ

とが難しかったり、直接的な質問をしてもらったほうが答えやすい被災者もいるでしょう。情報収集に際しては、

「SPR スクリーニング用紙」（付録 A）か、あなたの所属機関のスクリーニングや質問票などを使ってください。被災者

が提示する問題の 1 つひとつに対して、それがどれくらい大きい問題か尋ねてください（「それは緊急の問題です

か？」「ほかの問題を片づけるまで、待つことのできる問題ですか？」）。 
 

被災者が緊急の問題を報告した場合は、スクリーニングを一旦中断し、その問題に対処してください。こうした問

題はしばしば、コミュニティ内の他機関への紹介を必要とします。たとえば、病気やけがなどの問題、精神保健に関

する問題（気分、不安、物質乱用、自傷他害のおそれなど）、安全に関する緊急の問題などです。 
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ステップ 2： 問題の優先順位を決める  Prioritize Areas to Address 
 

スクリーニングを完了したら、次のことが可能になっているはずです。 
 

• 必要なことと困っていることに対して、優先順位を決める 

• その問題に対して適切な SPR スキルを選ぶ 

• 面接回数はどれくらい必要か、あるいはどれくらい可能かを話しあう。 
 

話しあった内容を被災者と一緒に検討し、あなたが理解したことを伝え返し、真っ先に取り組むべきいちばん重

要な事柄を決めます。被災者が質問したり、自分の意見を伝えたりできる時間をとることを、忘れないでください。話

しあった内容を、次のようにまとめます。 
 

私たちはたくさんの事柄について話しあいました。ここまでの内容を、まとめてみますね。あなたにとって、い

ま、もっとも大きな気がかりは、○○○○ということですね。それで間違いありませんか？ 
 

現在どの問題がいちばん重要か、どの問題に取り組みたいと思っているか、被災者に尋ねてください。SPR スク

リーニング表を使って、被災者が優先順位を決められるよう、手助けしてください。また、取り組むべきもっとも重要

な問題を一緒に決めるために、あなたが気づいたことや、アドバイスがあれば、それを伝えてもいいでしょう。たとえ

ば、次のように言います。 
 

これまでのお話しからすれば、まず、○○○○の問題に集中することが、いちばん役に立ちそうですね。それ

から、もしあなたが希望されるなら、私たちはまた会って、この問題とほかの問題について話しあうこともできま

す。それについてはいかがでしょうか。 
 

被災者が優先順位の高い問題を複数あげる場合は、 初に取り組む問題を決める手助けをしてください。次の

ように言います。 
 

取り組むべき大事な問題が、いくつもあるということですね。それでは、そのなかから 1 つ、今日取り組む問題

を選びましょう。それを選ぶための質問を、いくつかさせてください。 
• これらの問題のなかで、あなたがいちばん困っていることはどれですか 

• ほかの問題よりも、真っ先に対処しなくてはならない問題はありますか 

• どんどん悪くなっているように思える問題はありますか 

• もし私がお手伝いすれば、ほかの問題の解決にも役にも立つような問題はありますか 

• あなたがもっとも安心して取り組める問題、あるいは今日やれそうな問題はありますか 

• これから起こりそうなことで、ほかの問題を悪化させそうな問題はありますか 

• 近起こったことで、事態をさらに悪化させているような問題はありますか 

さあ、これらのことを考慮に入れたうえで、あなたは今日、どの問題に取り組むのがよいと思いますか？ 

 

焦点を合わせる問題を決めるにあたって、次のことを考慮に入れてください。 
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• 被災者は、そのことを大きな問題だと思っているか 

• その問題は、強い苦痛や機能的な障害を引き起こしているか 

• その問題は、ほかの問題よりも早く対処する必要があるか 

• その問題は、時間とともに悪化しているか 

• その問題に対処することは、ほかの問題を減少させるか 

• 被災者が、その問題を 初に手助けしてほしいと望んでいるか 

• 被災者が、いま自分にはその問題に取り組む力があると感じているか 

• その問題は、SPR スキルで対応できるものか 

 

 

ステップ 3： 行動計画を立てる  Make an Action Plan 
 

その問題への対処に SPR スキルが使えるか、被災者がほかのサービスへの紹介を必要としているかを判断して

ださい。先に述べたように、病気やけが、あるいは精神保健に関する懸念に関しては、どのようなものであれ、かな

らずすぐに対応してください。 
 

次に、 初に SPR のどの戦略を使ってみるかを被災者と一緒に決めてください。明らかになった問題に対応す

る SPR スキルの選択肢を手短に説明し、被災者が求めていることを把握してください。次のように言います。 
 

今日私たちは、＿＿＿＿の問題に取り組むことになりました。そのために使えそうな方法が、いくつかありま

す。たとえば、（以下のリストから、該当する SPR スキルの選択肢を説明して）、こういったスキルをやってみること

ができます。このなかに、あなたがやったことのあるものはありますか？ やれそうだと思うものはありますか？

初にやってみたいと思うのはどれでしょうか？ 
 

SPR スキルについて、次のように説明します。 
 

• 問題解決のスキルを高める――問題と目標を明確にし、さまざまな解決方法のアイディアを出し（ブレイン

ストーミング）、それらの方法を評価し、もっとも役に立ちそうな解決策を試してみる方法。 

• ポジティブな活動をする――ポジティブで気分が晴れるような活動とはどのようなものか考え、それをやっ

てみることで、気分と日常生活機能を改善する方法。 

• 心身の反応に対処する――動揺させるような状況に対する心身のつらい反応に対処し、それらをやわらげる

方法。 

• 役に立つ考え方をする――苦痛を生みだす考え方を特定し、それをより苦痛の少ない考え方におきかえ

る方法。 

• 周囲の人とよい関係をつくる――周囲の人や地域の支援機関との関係をよくする方法。 
  

さまざまな問題に対する適切な介入方法を特定するために、次のページの SPR フローチャートを用いてくださ

い。 
 

必要であれば 1 回以上の面接を提案し、それが可能かどうか話しあってください。被災者にはいつでも中断する

自由があることを説明してください。 
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SPR スキルのフローチャート 

 

 

心配なこと・困っていること 最初にやってみるスキル 次にやってみるスキル 

解決しなくてはならない困難な問題

がある。 
問題解決のスキルを高める 

周囲の人とよい関係をつくる 

 

役に立つ考え方をする 

出来事に対する激しい、あるいは繰

り返し起こる反応がある。 
心身の反応に対処する 

周囲の人とよい関係をつくる 

 

役に立つ考え方をする 

災害のあと、友達や家族とどのよう

につきあえばいいのか、わからなく

なった。私を気づかってくれたり、手

助けしてくれたりする人が近くにい

ない。 

周囲の人とよい関係をつくる 

 

ポジティブな活動をする 

 

役に立つ考え方をする 

気持ちが落ち込んでいる、悲しい、

あるいは誰にも会いたくない。 
ポジティブな活動をする 

問題解決のスキルを高める 

 

周囲の人とよい関係をつくる 

動揺するような考えが浮かんで、嫌

な気持ちになったり、前向きなことを

考えられなくなったりする。 

役に立つ考え方をする 

心身の反応に対処する 

 

活動の計画を立てる 

健康に深刻な問題がある。重い精

神的な症状がある。物質依存に関

する深刻な問題がある。深刻な生

活上の問題を抱えている。 

問題解決のスキルを高める 

（適切なサービスへの紹介に焦点

づける） 

周囲の人とよい関係をつくる 

 

役に立つ考え方をする 
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2. 問題解決のスキルを高める                                   
Building Problem-Solving Skills 

 

 

目標 困難や問題の優先順位を決め、それらを解決できるよう被災者の手助けをします。 

理論的説明 

災害はしばしば、たくさんの困難を引き起こし、被災者に無力感をいだかせます。山積みに

なった問題を前にして、手も足も出ないと感じさせられることさえあるかもしれません。継続する

ストレスと、「どうにかしなければ」というプレッシャーは、問題から距離をおいて、 適な対処法

について、効果的に考えることを難しくします。秩序立った方法で問題に取り組めば、より効果

的に対処できるようになります。それによって、コントロールの感覚を取り戻し、自己効力感を

高めることができます。 

対象 

次のような問題で困っている被災者 

• 数多くの問題に圧倒され、手も足も出ないと感じている 

• 自分には問題を解決できないと感じている 

• 混乱し、状況をコントロールすることができないと感じている 

• 解決困難な問題を抱えている家族がいる 

時間 30-45 分 

使用するもの 
ワークシート「問題を解決する」：大人・青年用 

ワークシート「問題をやっつけよう」：子ども用 

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．問題を明確にして、責任者を決める 

2．目標を決める 

3．ブレインストーミング 

4．アイディアを評価して、ベストな解決策を選ぶ 
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このスキルを学ぶ意味を説明する 

Give Rationale for Problem-Solving 

 

問題を抱え続けることによって、被災者は強いストレスを感じたり、否定的な気分になったり、対人関係を悪化さ

せたりすることがあります。問題を解決できないことに絶望したり、混乱を体験したりすることもあります。「問題解決

のスキルを高める」のパートでは、被災者が数々の困難を対処可能な小さなかけらに分解し、どの問題に 初に取

り組むか判断し、とるべき行動をじっくりと考えることができるように手助けします。このスキルを被災者に紹介するた

めに、次のように言います。 
 

災害は、数多くの困難な問題を引き起こします。そのため災害にあった人は、たくさんの困難なことに直面し

て、落ち込んだり、無力感をいだいたりすることが少なくありません。今日は、あなたがご自分の問題に対処する

ために利用できる方法について、話しあいましょう。この方法を学ぶことによって、1 つの問題に対して、複数の

解決策を考えることができるようになります。あなたはそのなかから、ご自分のとるべき行動を選ぶことができま

す。 

 

解決困難な問題を抱えているほかの家族について相談したいという人に対しては、このスキルはほかの人に教

えられること、あとでやり方を説明した資料を渡せることを、伝えてください。また、その家族との個別面接、もしくは

同席面接を提案してもいいでしょう。 
 

次に、取り組むべき問題を選びます。次のように言います。 
 

これから、どんな困難な問題にも使える簡単な４つの手順をお教えしたいと思います。この方法を使えば、問

題を、あなたが対処できる小さなかけらに分解することができます。やり方をお教えするために、この手順を使っ

て、あなたの問題の 1 つに取り組んでみましょう。そうすれば、その問題に対して試してみることのできる方法を

見つられますし、やり方を学んでおけば、あなたが直面しているほかの問題にも使うことができます。なにか質問

はありますか？ 
 

それでははじめましょう。4 つの手順とは次のようなものです。（1）問題を明確にして、問題のありかを決める

（2）目標を決める （3）ブレインストーミングでアイディアを出す （4）アイディアを評価してベストな解決策を選ぶ 
 

〔被災者に、ワークシート「問題を解決する」を手渡してください〕 

さあ、それでは問題解決の手順を 1 つずつやっていきましょう。 

 

 

ステップ 1： 問題を明確にして、問題のありかを明らかにする  
Define the Problem/Decide Ownership 

 

問題を明確にする 

付録 B のワークシート「問題を解決する」を使って問題を明確にし、被災者がそれに取り組めるよう、手助けしま

す。できるだけ詳しく、具体的に、取り組む問題を明確にしてもらいましょう。その問題がこのスキルを試してみるの

にふさわしい問題であるかどうかを判断するために、あなたがその問題について十分に理解できるまで、質問を続

けてください。問題が明確になっていけば、その問題に引き続き取り組むべきか、あるいはほかの問題を選ぶべき
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か、見えてくるでしょう。次のように伝えます。 
 

問題を解決するのための 初の手順は、あなたが取り組みたいと思っている問題を、できるだけ明確にする

ことです。もしあなたの問題が込み入ったものであるなら、対処可能な「小さなかけら」に分解することができるか

どうか、試してみることにしましょう。 
 

大きな問題と思えるもの――たとえば家族がうまくいっていないなど――も、より解決しやすい小さな問題に

分解できることが少なくありません。家族でどんなことが言い争いになるのかはっきりさせてみると、問題は家族

で活動するために使えるお金が足りないことかもしれないし、誰が朝いちばんにシャワーを使うかということかも

しれません。今から問題を限定させてみましょう。「小さなかけら」は、明確になればなるほど、より対処しやすい

ものになるでしょう。 
 

1 つの問題を 2 つか 3 つの「小さなかけら」に分解したら、その全部を解決できないことで、思いわずらわない

でください。大切なことは、ほかの「かけら」や、ほかの問題に気をそらさないで、そのときはその１つの「かけら」

に集中し続けることです。ほかの問題は、あとで同じやり方で取り扱うことができます。 
 

それでは、いまからワークシートを使って、問題をできるだけ詳しく絞り込んでいきましょう。 

 

子どものための工夫 

 子どものなかには、問題の優先順位を決めたり、問題を具体的にしたりすることが難しい子がいます。困っている

ことや問題のリストを作って、手助けしてください。子どもが何か困っていることや問題をあげたら、その問題につい

て詳しく訊いていきます。 
 

• そのことはどれくらいよく起こりますか 

• 誰に関係がありますか 

• どんな気持ちになりますか 

• どんなふうに困りますか 
 

問題を 1 つひとつ明確にし、シンプルな言葉にしてカードに書いていきます（たとえば、友達とケンカした、狭い

仮設住宅で暮らしていて、自分のプライバシーがないなど）。そのカードを、もっとも苦痛な問題や緊急の問題から、

それほどではないものの順に、分類してもらいます。もっとも困難な問題がいちばん上にきて、その下にはそれより

深刻さの程度が軽いものが並ぶようにしてください。山のてっぺんにある問題を、 初に取り組むべき問題として選

びます（子どもとの信頼関係を築きやすくするために、子どもに得意なことを尋ねて、その順位づけをしてもらうエク

ササイズからはじめましょう。それに続いて困っていることや問題について、尋ねていきます）。 
 

問題のありかを決める 

被災者（とくに子ども）は、自分に責任のない問題を引き受けていることが少なくありません。たとえばある被災者

は、愛する人が悲しんでいたり、イライラしていたり、動揺していたりすることに対して、それは自分のせいであり、愛

する人を助けられるのは自分しかいない、と考えているかもしれません。（被災者の選んだ問題が、まさしくかれらが

責任を負っているものであるなら、この部分はとばしてください） 
 

ある問題の解決に対して、その人が責任を負っているかどうか判断する方法を示すために、その問題はその人と
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誰かのあいだに起こることかどうか、尋ねてください。もしそうである場合は（愛する人とのケンカなど）、その人はそ

の問題の解決に対して――少なくとも部分的には――責任があります。もし、その問題が主にほかの人に起こって

いること（愛する人が悲しんでいるなど）、あるいはほかの人々のあいだで起こっていること（友人のあいだでケンカ

が増えているなど）なら、それは、その被災者が解決に責任を負うべきことではありません。このことは、ほかの人の

手助け（友だちが仕事を探せるように赤ちゃんを預かってあげるなど）をするべきではない、という意味ではありませ

ん。問題に対して、その人が真っ先に過剰な責任を負う必要はない、という意味です。 
 

被災者がほかの人に責任がある問題を選んだ場合は、別の問題を選んでもらいましょう。誰が責任者かを判断

できるよう、次のように言います。 
 

取り組む問題が決まったところで、これはあなたが解決するべき問題か、それともほかの人が解決するべき問

題か、調べてみましょう。このことを明らかにするために、次の質問をご自分にしてみてください。 
 

「このことは私自身に起こっていることだろうか、あるいは、私と誰かとのあいだで起こっていることだろうか？」 

そうではないなら、 

「この問題はたいていほかの誰かに、あるいはほかの人々のあいだで起こっていることだろうか？」 
 

その問題がほかの誰かによって解決されるべきものなら、次のように被災者に伝えてください。「あなたがとて

も困っていることはわかります。でもこの問題は、ほかの人が取り組まなくてはならない問題のようですね。その

次に重要な問題について考えて、それをワークシートに書くことにしましょう」。 

 

 

ステップ 2： 目標を決める  Set the Goal 
 

その人がどうしたいのか、何を必要としているのかを明らかにしましょう。不安に思っていることや困っていることに

ついても同様です。ほとんどの被災者にとって、問題を明らかにしていくことは難しいことではありません。しかし自

分の求めていることや必要としていること、あるいは心配していることについて十分に考え抜いたという人は、それほ

ど多くいません。心の奥底にある思いを明らかにしていくことによって、より効果的に問題を解決することができるよ

うになります。メッセージを「私は～」ではじめること――「私は～したいです」「私には～が必要です」「私は～を恐

れています」「私は～が心配です」――が役に立ちます。 
 

目標が明確になればなるほど、解決への具体的なステップを設定しやすくなります。表層的なニーズや懸念から、

より深層のレベルに進むよう、被災者を促してください。たいていの問題の奥底には、普遍的な課題がひそんでい

ます。たとえば、「コントロールできている感覚」「誰かに承認されること」「安心と安全の感覚」「愛と尊敬を得ること」

「まっとうに取り扱われること」「自分の潜在的な能力を発展させること」などです。たとえばある被災者が、状況的に

引っ越しをすることが困難であるときに、「私の家はせま苦しい」と訴えたとしましょう。その人が必要としていることを

明らかにするために、あなたは口にされた問題の奥にあるもの――「私にはひとりになれる時間が必要です」「私に

はもっとプライバシーが必要です」など――を見る必要があるでしょう。 
 

目標を明らかにする手助けをするために、次のように言います。 
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ステップ2では目標を決めます。あなたは取り組む問題を選びましたね。次はあなたが本当のところどうなって

欲しいと思っているのか、どう変わって欲しいと思っているのか、あるいは何を心配しておられるのかを明確にし

ましょう。 
 

たとえば、家族のもめごとの問題を例に取ってみましょう。ステップ 1 で、私たちは大きな問題を 2 つの部分に

分けましたね。朝、誰が 初にシャワーを使うかという口論と、家族の活動のためのお金が十分にないことにま

つわる口論でした。ステップ 2 では、あなたがどうしたいか、何を必要としているか、何が怖いか、何に困っている

かを明らかにしていきます。1 つめの問題では、次のようなことが明らかになるかもしれません。「私はみんなが納

得するバスルームのスケジュールがほしい」「私は楽しくシャワーを浴びたい」「私はもっとストレスの少ない朝を

過ごしたい」「私はゆっくりと朝の支度をしたい」。2 つめの問題では次のように考えるかもしれません。「私は家族

と一緒に何かやりたい」「私は少ないお金で、または無料で、みんなでできることを見つけたい」「私は家族みん

なで楽しい時間を過ごしたい」「私はお金が足りないことで困っている」。 
 

まず、問題を扱うことのできる小さなかけらに分解する作業をして、次に、現実的な目標について考える時間

をとることによって、私たちが問題の解決に近づいたことに注目してください。問題が、以前より扱いやすいもの

になってきたように思えませんか。 
 

さて、いよいよあなたの問題に戻りましょうか。あなたはどうしたいですか。何が心配でしょうか。そこから私たち

の目標を決めていきましょう。 
 

〔被災者が困っていることを具体的にできるよう、手助けしてください〕 
 

それでは、いまからあなたの目標をワークシートに書いてみましょう。  

 

 

ステップ 3： ブレインストーミング  Brainstorm 
 

被災者に、目標を達成するためにできそうなアイディアをいくつか考えてもらいます。ブレインストーミングとは、

問題の解決策を、思いつくかぎり、できるだけたくさん出していくやり方です。それぞれの解決策の潜在的重要性を

念頭におきつつも、判断は控えてください。ただ単純に、1 つひとつのアイディアをワークシートに書いていきます。

もし被災者がうまく解決策を思いつけないようなら、その人が尊敬する友達、先生、同僚、あるいは家族であれば、

その問題をどう扱うと思うか、聞いてみてください。次のように言います。 
 

ステップ 3 では、「ブレインストーミング」という作業をやります。これは、あなたがこれまで思いつかなかったア

イディアを引き出すために、やれそうな解決策のリストを作ることです。よいアイディアも悪いアイディアも含め

て、私たちが思いつくかぎり、できるだけたくさん解決策を書き出してみましょう。まだ判断はしないでください。

それが現実的かどうか、考えないでください。ばかばかしいと思えるアイディアもあるかもしれませんが、それで

いいのです。どれだけたくさんのアイディアを出せるものか、やってみましょう。それから、それをワークシートに

書いていきます。 
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選択肢の幅をひろげるため、ほかのアイディアを示唆したり、解決策を方向づけたり、修正したりしてください。 
 

選択肢の例： 

• 自分を落ちつかせる方法 

• 問題のなかで、コントロール可能な部分について行動を起こすこと 

• 自分に言い聞かせて役に立つ言葉 

• これまで助けになった方法をもとにした、あるいは発展させた解決策 

• 過去にこうした問題を解決した方法 

• 環境を変える方法 

• 困難な状況に対処するためのスキルを新しく学ぶこと 

• ほかのサービスを受けること（選択肢をひろげるために、利用可能なサービスのリストを用意しておきます） 

 

実際に使えそうなアイディアを含めて、少なくとも 10 個のアイディアが出て、アイディアはもう出つくしたと感じられ

たら、ステップ 3 は終了です。 
 

 

ステップ 4： アイディアを評価して、ベストな解決策を選ぶ  Evaluate and choose the best solutions 
 

実際にやれそうなのはどれかという観点で、被災者にベストな解決策を選んでもらいます。ありえる解決策の 1 つ

ひとつを検討して、それがもたらすよい結果と悪い結果について、話しあってください。 
 

必要に応じて、それぞれの選択肢がもつプラス面とマイナス面について、話しあってください。被災者が解決策

をいくつか選ぶことができたら、続いて、小さなステップを設定してもらいましょう。非現実的な行動計画を立てない

よう注意してください。提供者の役割は、被災者の選択が実行可能で、現実的で、効果的で、部分的に問題の解

決につながるようなものになるよう、方向づけることです。ベストな解決策は、いくつかの選択肢の組み合わせである

ことが多く、ステップ 2 で特定された目標に近づくものです。次のように言います。 
 

後のステップは、ベストな解決策を選ぶことと、それを実際に試してみることです。選択肢のリストを眺めて、

それぞれのアイディアがどれくらい役に立ちそうか検討しましょう。あなたはここで役に立ちそうにないものを削

除して、適切だと思えるものを選ぶことができます。役に立ちそうだと思うもの、やってみたいと思えるものを選ん

でください。目標に到達するための 終的な解決策は、いくつかの選択肢の組み合わせになるかもしれませ

ん。 

 

 

子どものための工夫 

子どもの場合は、提供者がリストを順に見ていき、それぞれの選択肢を評価してやらなくてはならないかもしれま

せん。そのあとで、子ども自身にそれぞれの選択肢を「○か×か」で評価させましょう。この作業は、対話を重ねな

がら進めていきます。できるだけ、子どもが納得して自分で決められるようにしてください。提供者は次のように言い

ます。 
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後のステップでやることは、このなかから、いちばんいい方法を選ぶことだよ。そして計画を立てて、実際に

やってみること。解決方法のリストをよく見て、どれくらい役に立ちそうか考えてみよう。1 つひとつの解決方法の

横に、○か×をつけていってね。目標を達成するのに役に立ちそうだなって思えるものには、○印を、役に立ち

そうにないなって思うものには、×印をつけます。役に立ちそうにない方法は、消すことができるよ。これはとくに

いいなって思うものがあったら、星印をつけます。役に立ちそうなもの、あなたが実際にやってみたいって思える

ものを選んでね。 

 

 

文化に関する注意 

意思決定に関して、年長者、特定の治療者、長老会、女性リーダーなどの 終的な発言が影響を与える（あ

るいは必要とされる）文化は、少なくありません。その問題が対人関係の葛藤、人生の変化、その集団に影響を

与える可能性のある変化に関するものである場合には、なおさらそうでしょう。解決策を選ぶ際には、被災者の

属するコミュニティのメンバーが、その 終的な解決策に関与する可能性があるかどうか、尋ねてください。もし

そうである場合には、その人たちにどのように関与してもらうのがよいと思うか、尋ねてください。 

 

ベストな解決策を選び終わったら、これからどんな行動をしてみたいか、被災者に尋ねてください。確実に実行

できるようにするために、それを実行する日時、手助けの必要性、予測できる障害について、尋ねてください。子ど

もの場合は、その解決策に大人の手助けが必要であるようなら、親（保護者）に協力してもらいます。次の面接の予

定が決まっていれば、次回に行動の手順、取り組んでみたこと、やってみた感想などについてふりかえりましょう、と

伝えてください。練習することと手助けを求めることの利点を、強調してください。必要に応じて、関係機関の情報を

紹介します。目標のために取り組めたことがあれば、どんなことでも自分をほめましょう、と被災者に伝えてください。 
 

身近な人の手助けをしたいと考えている被災者には、問題解決の 4 つのステップを、違和感がないほど十分に

理解できているかどうか、尋ねてください。もし理解できていなければ、疑問に答えてください。そして、次はその人

を連れてきてもいいこと、あるいは、その人の個人面接も可能であることを、伝えてください。 
 

 

フォローアップ面接： 課題のふりかえり  Review assignment 
 

被災者がフォローアップの面接に訪れたら、解決策を試してみてどうだったか、尋ねてください。前回の面接で

話しあって選んだ解決策を実行できたかどうか、見極めてください。もしできていれば、結果を尋ねます。話しあうと

きには、以下の 3 つの事柄を話題に含めてください。 
 

1．計画した行動のうち、実際にできたのはどれでしたか。どんなことが起こりましたか――結果はどうだったでしょ

うか。たとえ部分的にでも、短期的な目標は達成されましたか。被災者が解決策を試してみなかった場合は、

計画がうまくいかなかった理由を探ってください。そのうえで、計画をより現実的で、実行可能なものに変更す

ることを考慮します。 
 

 

2．問題に対処するために必要とされる次のステップは、どんなことでしょうか。計画を修正する必要はありますか。
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ほかの有望な選択肢をやってみますか。ブレインストーミングをして、ほかに思いつくことのできる可能な解決

策をリストに加えてください。 
 

3．被災者がその問題にうまく対処できた場合、あるいは、それがもはや問題ではなくなった場合には、新たな問

題の解決に面接時間をあてることを考慮してください。被災者がほかの困難に対しても、問題解決の手順を

やってみたかどうか、探ってください。 
 

 

どの解決策が役に立ったかを探り、もし機会があれば違ったやり方がやれそうか尋ね、問題解決の計画を見直し

ます。目標のために取り組めたことがあれば、かならず、どんなことでも被災者をほめてください。 
 

現在の状況のふりかえりと、次の行動を決める作業が終わったら、問題解決アプローチの手順をまとめて、これ

からもその方法を使い続けるよう、被災者を励ましてください。 
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3. ポジティブな活動をする                                      
Promoting Positive Activities 

 

目標 
被災者が気分を改善し、コントロール感を取り戻せるようにするために、ポジティブで気持ち

の晴れる行動や、やりがいのある活動を計画し、それを実行する手助けをします。 

理論的説明 

災害はしばしば、いつもの日課やさまざまな活動を、中断させてしまいます。しかし、こうした

活動は私たちに、よろこび、コントロールの感覚、人生には意味があるという感覚を与えてくれ

るものです。このスキルは、被災者がポジティブで気持ちの晴れる行動や、やりがいの感じら

れる活動を探して、それを計画し、実行できるよう手助けします。日課を取り戻し、趣味やその

ほかの楽しい活動を行うことができるようになれば、気分が改善し、コントロールの感覚が戻っ

てくるでしょう。 

対象 

次のような問題で困っている被災者 

• 元気がない、あるいは気力が出ない 

• いつもの日課や活動ができない状態になっている 

• 楽しいこと、役に立つ活動に消極的 

• 遊ばなくなった、あるいは危険な遊びをする子ども 

時間 20-30 分 

使用する資料 

ポジティブな活動を選ぶ： 大人・青年用 

ワークシート 「ポジティブな活動をする」： 大人・青年用 

みつけよう！ 気分がよくなること： 子ども用 

ワークシート 「やってみよう！ 気分がよくなること」： 子ども用 

子どもを支えるためにできること： 親用 

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．活動を選び、それを行う計画を立てる 

2．予定表に活動の計画を書く 
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このスキルを学ぶ意味を説明する 

Give Rationale for Engaging in Positive Activities 

 

災害の前に楽しんでいた行動や、やりがいを感じていた活動を行うことが、被災者の助けになることがあります。

なじみのある活動をすることで、コントロール感や自分が正常であるという感覚を取り戻せるだけでなく、こうした活

動が悲しみ、絶望、活力の減退を感じている被災者の支えになることもあります。このスキルでは、復興回復のプロ

セスや、新たに背負うことになった責任のすべてに圧倒されている被災者が、自分自身の健康と周囲の人たちとの

関係のために必要な活動を減らしていることを気づけるよう、手助けします。ポジティブな活動をすることの意味を、

次のように説明します。 
 

災害が起こると、いつもの日課や、さまざまな活動ができなくなることが、少なくありません。そうした活動は、

私たちに生きがいや楽しみ、コントロールの感覚などを与えてくれます。ポジティブでやりがいのある活動を計画

して、実行してみませんか。以前やっていたことを、再びはじめてみませんか。そうすれば、より以前の生活に近

づくことができるようになるでしょう。趣味やボランティアを行ったり、家族の日課を立て直したり、充実感を与えて

くれる活動に参加することは、気分を改善したり、コントロール感を取り戻すことにも役立ちます。 
 

災害のあとには、物事があまりにも大きく変わってしまうために、ときに、ゼロからスタートしなくてはならないよ

うな気持ちになることがあります。楽しみにしていた近所の親しい人とのおしゃべりや、お気に入りの喫茶店に出

かけるといったことが、突然できなくなってしまうこともあります。家族や友達と、物理的にも感情的にも、遠く離れ

てしまうこともあります。そういうときだからこそ、ご自分の生活を立て直すためにできることを、何か見つけてみま

せんか。 

 

元気が出ない、悲しい、気力が出ない、よろこびを与えてくれる体験よりつらい体験のほうが多い、といった人々

に対しては、ポジティブな活動をすることの意味を次のように説明してください。 
 

悲しい、誰にも会いたくないと思う、気分が落ち込むといった感情の変化に、どう対処すればいいか、話しあ

ってみませんか。こうしたことは、災害後には、ごく普通にみられる反応です。ポジティブな体験よりもネガティブ

な体験のほうが多くなると、こうした感情が引き起こされたり、長引いたりすることがあります。ポジティブな体験

は、気持ちを前向きにします。逆にネガティブな体験は、不快な気分を引き起こしやすくします。だから、もしあ

なたがご自分の気分をよくしたいと思うなら、ポジティブな体験を増やして、ネガティブな体験を減らすことが必

要なのです。 

もう 1 つ、こんな考え方もあります。私たちの性格というのは、考え、感情、行動によって成り立っています（図

を参照）。 

感情 
 

 

考え         行動 
 

悲しい、誰にも会いたくない、気力が出ないという状態は、感情、考え、行動のうち、どれかの領域から生まれ

るものです。またさらに、それぞれの領域は、ほかの 2 つに影響されています。たいていの人は落ち込みを感じ

たら、まず、「感情」を変えようと試みます。目的は気分をよくすることですから、これは一見理にかなっているよう

にみえます。しかし実際には、感情はこれらの 3 つの領域のなかで、もっともコントロールしたり、変化させたりす
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ることが難しいものです。おそらくもうわかっておられることでしょうが、単に自分によい気分になるよう言い聞か

せたところで、たいていの場合、うまくいきません。実は、それよりもっと簡単なのは、考えと行動を変えることなの

です。それは、間接的にあなたの感情を変化させていきます。ですからこのスキルでは、あなたの毎日の過ごし

方を少し変えてみることを通じて、あなたの「行動」を変化させることを試みたいと思います。 

 

 

 子どものための説明 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供者への注意 

以前のように楽しめなくなっている活動があることに気づけるよう、被災者の手助けをしてください。コントロー

ルの感覚や快適な生活を再び手にするための努力の一部として、ポジティブな活動をすることが大切なのだと

説明してください。しかし、こうしたスキルの効果に即効性があるという、事実と異なる認識に被災者を導いては

いけません。期待していたほどその活動を楽しめなくても、驚いたり落ち込んだりしないよう、こころの準備が必

要です。たとえば、災害のあと 初にやってくる家族の休暇は、被災者がそうであってほしいと望むほど、楽しい

ものにはならないでしょう。覚えておかなくてはならないのは、現在楽しむ能力が制限されている人たちは、「楽

しさ」に過大な期待をいだきかねない、ということです。それよりも、つらい時間を一緒に過ごしてきたことをふりか

えるような、家族の時間を作ってみてください（特別な日を一緒に過ごす、ベッドに入る前におはなしの時間をも

つなど）。日々の生活ストレスから少しのあいだ解放されるような活動や、自分が誰かの役に立っていると感じら

れるような活動を盛り込むのもいいでしょう。  

 

  

文化的な注意 

多くの文化には、喪の儀礼があります。そうした時間はデリケートなものです。楽しいとみなされる活動に参加

したり、出来事のあと日が浅い時期に楽しそうな様子をみせたりすることは、亡くなった人や、その家族に対して

礼を欠くふるまいである、とみなされることがあります。このスキルをはじめる前に、こうした文化的伝統に関する

情報を入手しておきましょう。 

災害が起こってから、こころのなかが、いやな

気持ちでいっぱいになったように感じている

かもしれないね。悲しいとか、こわいとか、とに

かくサイアクな気分とか。残念だけど、そういう

いやな気分を、ぱっとなくしてあげることはで

きないんだ。もしそれが簡単にできたらいい

んだけどなあ！ でも、あなたが前向きで、楽

しい気持ちでいっぱいになれるような活動

を、たくさんすることは、できるんだよ。 

災害 
遊び 

悲しい  楽しい 

音楽 
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ステップ 1： できることを見つけて、計画を立てる  Identify and Plan One or More Activity 
 

ポジティブな活動のリストを見て、できることを探す 

できることを探して、それを実行する計画を立てる手助けをするために、付録 C「ポジティブな活動をする」のハン

ドアウトとワークシートを使用します。リストをみて、被災者にほかに思いつく活動をつけ加えてもらいます。それを通

じて、被災者が災害前にしていた活動はどういうタイプのものだったか、考えてもらいましょう。次のように言います。 
 

あなたの行動を変化させる 1 つの方法は、ポジティブな活動を増やすことです。ここに、多くの人が楽しんで

いる活動のリストがあります。一緒にこのリストを見てみましょう。あなたがこれからの 1 週間でできそうなことを、少

なくとも 3 つ、あげてください。このリストは、あくまでどれだけたくさん選択肢があるかを示すためのものに過ぎま

せん。あなたがこれまでにやったことのある活動があれば、リストにないものでも、自由につけ加えてください。あ

なたは、災害の前にはどういうタイプの活動を楽しんでいましたか。少し時間を取って、話しあいましょう。 
 

活動を選ぶときには、あなたが楽しめて、実際にやれそうなものを選んでください。たとえあなたがいま、悲し

みを感じていたり気力が出なかったりして、ポジティブな活動などとてもできそうにない、と感じているとしても、

「何かやってみよう」と思うことが大切なのです。今から 2、3 分、時間をとります。あなたができそうなことを 3 つ、

選んでください。 

 

できることを選ぶために、ハンドアウト「ポジティブな活動を選ぶ」を使用してください（子どもには「みつけよう！気

分がよくなること」を用います）。リストを見ながら、被災者にほかの活動をつけ加えてもらいます。また、災害以前に

被災者が行っていた活動はどういうタイプのものだったか、尋ねてください。なお、ここでの目的はアイディアを出す

ことなので、ワークシートのリストは包括的なものではなく、文化の違いも考慮されていません。 
 

子ども、家族、高齢者に対しては、特別な配慮が必要かもしれません。子どもや思春期の人と作業するときには、

ひとりで行う活動を少なくとも 1 つ選んで、次に友達、家族、あるいは支えになってくれる大人と行う活動を選んでく

ださい。家族の場合は、家族みんなで活動することによって、全員に効果がもたらされることが少なくありません。家

族みんなでできることを見つけられる被災者と、作業を行うといいでしょう。なお、「家族」というのは、血縁や法律上

の関係を越えて拡大されることがあることを、心にとめておいてください。親しい友人や信仰をともにする人が、「お

ば/おじ」とみなされることもあるでしょう。高齢者と作業をするときに配慮が必要なのは、「やり直す」「生活を再建す

る」「前向きな活動を計画する」といった考えが、人生の後半になると、とてつもなく気が重いことに感じられることが

あることです。「再建する」という言葉の、それぞれの人生の段階における意味の違いに、敏感であってください。ポ

ジティブな活動の計画を立てる高齢者の手助けをするときには、長く生きてきた人ならではの強さ、身体的・経済的

な限界、移動の制限などについて、配慮してください。 
 

被災者が活動を選ぶ手助けをするときには、安全性を考慮してください。たとえば、その人の近所に危険がある

場合には、散歩を勧めることはできません。被災者は、自分の環境にもとからあった危険性についてはわかってい

るでしょうが、災害後に環境が大きく変わっていることがありえます。 
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ステップ 2： 予定表に活動の計画を書く  Schedule Activities in a Calendar 
 

ポジティブな活動の計画を立てる手助けをするために、次のように言います。 
 

私たちは、悲しい、誰にも会いたくない、あるいは「手も足も出ない」といった状態の人々を支援してきました。

その経験から、ただポジティブな活動を増やすように言うだけでは、十分ではないことを知っています。落ち込

んでいるときには、決断することが難しかったり、疲れ果ててしまったと感じたり、やりがいのある活動について何

も考えられなかったりすることでしょう。もし、あなたの気力や決断力が落ちているなら、そこから抜け出して楽し

い活動を行うには、何かきっかけが必要かもしれません。もしあなたが、このような悲惨な出来事に直面している

ときに、楽しいことをするのはふさわしくないと感じているとしたら、それはごく自然な気持ちです。しかし、そのよ

うに感じるからといって、日々の生活のなかであなたが味わっていいはずの、あるいは必要としている、楽しいこ

とやうれしいことをやめる必要はないのです。 
 

こうした活動を続けられるように、この予定表を使って（ワークシート「ポジティブな活動をする」の予定表を示

す）、これから 1 週間の活動予定を立てましょう。来週の予定を思い浮かべてください。1 つ、もしくはそれ以上の

活動を、スケジュールに組み込む時間的な余裕はありますか。もしあれば、それを予定表に書いてみましょう。 

 

被災者がその活動を行うために必要なことを考える手助けをします。必要に応じて次の質問をして、計画を立て

る手助けをしてください。 

• あなたはこの活動を誰かと一緒にしたいですか？ あるいは、一緒にする人が必要ですか？ その人の都

合がいいのはいつでしょうか？ 予定表に書きましょう。 

• この活動には用具や準備は必要ですか？ （靴、自転車のタイヤに空気を入れること、編みもの用の毛糸

など） それをいつ用意しますか？ 予定表に書きましょう。  

• 計画をやめたくなったときには、どうやってその気分に打ち勝ちますか？ （トラウマを思い出すきっかけ、

喪失感、気力が出ない、やらなくてはならない大事なことがほかにたくさんあって時間がとれないと感じる、

など） 
 

子どものための工夫 

子どもは、保護者と一緒に作業させてください。あるいは「お手伝いしてね」と頼んで、予定表に計画を書き入れ

てもらいます。幼い子どもには、シールを選ばせたり、絵を描いてもらったり、特別な活動をする日につける印の色

を選ばせたりするといいでしょう。保護者にはハンドアウト「子どもを支えるためにできること」を渡してください。 
 

提供者への注意 

被災した家族にとって、気晴らしの活動のために、時間や場所を捻出することは、困難なことでしょう。子ども

のための活動なら、なおさらそうでしょう。うまくこうした活動の計画を立てる方法を学ぶために、「問題解決のス

キルを高める」のパートが、役に立つかもしれません。また、活動の場所（あるいは時間）を被災者と決めるときに

は、トラウマを思い出させるきっかけに十分留意してください。「心身の反応に対処する」のパートで、きっかけへ

の対処法を確認することが役に立つかもしれません。 
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フォローアップ面接：課題のふりかえり  Review Assignment 
 

被災者がフォローアップ面接に訪れたら、前回の面接を次のようにふりかえってください。 
 

先日私たちは、気分の落ち込み、生きがいやコントロール感の喪失といったことが、なぜ起こるのか、あるい

はなぜ継続するのか、話しあいましたね。それから、よろこびや楽しみといった、生きていくために欠かせない感

情を与えてくれる活動を自分で探すことのできるあなたの力についても、話しあいました。あなたの生活には、現

在、つらいことがあまりにもたくさんあって、気持ちが晴れるようなことが十分にありません。そこで私たちは、あな

たがポジティブな活動を行う余裕を作ったり、そういう活動を忘れないようにするために、計画を予定表に書き込

みましたね。 

 

続いて、被災者がその活動ができたか判断してください。できていれば、やってみてどうだったか、気分にどんな

影響があったかを尋ねます。次の事柄について、話しあってください。 
 

• どの活動をやってみたか、尋ねます。もし被災者が何もできていなければ、なぜやり遂げることができなか

ったのか、理由を探り、より実現可能な方法に変えることを考慮してください。 

• 時間を捻出する、家族に話す、電話をかけるなど、活動を行うために試みたことがあれば、どんな小さなこ

とでもほめてください。 

• ポジティブな活動の計画は、この時点で、どのように修正する必要があるか、考えてください。 

► 被災者が気分の改善を報告した場合は、1 週間であと 1 回、もしくは 2 回、その活動をやってみるよう

励ましてください。あるいは、ほかの活動をつけ加えてもいいでしょう。 

► 被災者に気分の改善が起こらなかった場合は、どのような状況であったか、探ってください。別の活動

に変えたほうがよいかもしれません。しかし、効果の期待できる活動でも、はじめから大きな気分の変化

が起こるということは、あまりありません。むしろ、ポジティブな活動の効果は、時間の経過とともに徐々

に起こること、あるいは少しずつ蓄積されていくことに気づく被災者のほうが多いでしょう。被災者が

初の計画をもう少しやり続けられるよう、手助けしてください。 

► 被災者に気分の改善が起こらない場合、その活動をひとりで行ったのか、それとも誰かと一緒に行った

のか、尋ねてみましょう。ひとりで行った場合は、次はその人が信頼する人、あるいは尊敬できる人と一

緒にやるよう、提案してみましょう。 

► 同じ方向の努力を続けることは、成功への鍵です。被災者に、周囲にポジティブな活動の妨げになっ

ている人、あるいはそのことを不快に思っている人がいないか、尋ねてください。もしいるなら、この妨

げを取り除くために、問題解決のスキルを使う必要があるかもしれません 
 

ポジティブな活動への取り組みをふりかえる際には、被災者が行動を起こすためにしたどんな小さな努力も、ほ

めてください。また、気分を改善すると思われる活動があれば、どんなものでも探求してください。そしてほかにでき

そうなことはないか考え、より多くの活動をみつけましょう。 
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4. 心身の反応に対処する                                         
Managing Reactions 

 

 

目標 

トラウマを思い出させるきっかけや、ストレスに満ちた状況への反応に対処する方法を学

び、つらい身体的・情緒的反応をやわらげるスキルを高めます。困難な体験に名前をつけるこ

とで、苦しみを理解したり、対処したりしやすくします。 

理論的説明 

 被災者は、日々の生活や環境変化によるストレスだけではなく、災害関連の体験や、思い出

させるきっかけによって引き起こされる、つらい身体的・情緒的反応も体験します。こうした反応

は、気分、意思決定、対人関係、日々の仕事、健康に悪影響を及ぼしかねません。つらい反

応に対処するスキルを学ぶことによって、自分への信頼が回復し、対人関係と遂行能力が改

善されます。不適切な対処行動を減らし、こころとからだの健康を守ることにも役立つでしょう。 

対象 
 災害関連の体験、災害を思い出させるもの、あるいはストレスに満ちた現状に対するつらい

身体的・情緒的反応（どちらか、もしくはその両方）のある被災者 

時間 45 分 

使用するもの 

大人： ワークシート 「心身の反応に対処する」  

 呼吸法 
 トラウマ後の反応 

 怒りとイライラ 

 睡眠の問題 
 慢性的なストレスへの反応 

 気分の落ちこみ 

 災害後の不安 
 悲嘆反応 

 災害にあった誰かを支える 

アルコールと薬の問題 
子ども：  いやな気持ちをコントロールしよう 

親： 不安をもつ子どもを支える 

睡眠の問題をもつ子どもを支える 
いやなことを思い出してしまう子どもを支える 

不安をもつ子どもを支える 

イライラし、望ましくない行動をする子どもを支える 
子どもと悲嘆： 家族のための情報  

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．つらい反応と、その誘因を認識する 

2．つらい反応に対処するスキルを学ぶ 

3．反応に対処する計画を立てる 
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このスキルを学ぶ意味を説明する 

Rationale for Learning How to Manage Distressing Reactions 

 

災害関連の体験、喪失、慢性的な被災ストレスは、数週間、数カ月間、あるいは数年のあいだ、断続的に続きか

ねない強い身体的・情緒的反応を引き起こすことがあります。こうした反応には、激しい動悸、呼吸の乱れ、緊張ま

たは過敏さといった身体的反応があります。あるいは恐怖、不安、怒り、寂しさ、欲求不満といった、つらい情緒的

反応が起こることもあります。こうした反応は、睡眠障害を引き起こしたり、医薬品、薬物、アルコールの過剰摂取に

つながることがあります。また、家族や友人との人間関係を悪化させたり、仕事、学業、育児に支障をきたしたりする

こともあります。 
 

被災者に、このスキルを学ぶ意味を次のように説明してください。 
 

災害を体験した人の多くが、こころやからだの調子を崩します。対人関係の問題を引き起こしたり、意思決定

が困難になったり、仕事の支障となったりするような、つらい身体的・情緒的反応を体験します。強い苦痛をもた

らす反応は、生活ストレスと、災害を思い出させるきっかけに対するものであることが少なくありません。こうした

反応や、ストレスの高まる状況に対処するスキルを学ぶことが、とても役に立つことがあります。どんなスキルもそ

うなのですが、あらかじめ学んでトレーニングし、実践することが効果をもたらします。こうしたスキルについて学

ぶことは、あなたの役に立ちそうですか？ 

 

 

ステップ１：つらい反応と、その誘因を認識する 

Identify Distressing Reactions and their Triggers 

 

被災者が、苦しい反応とそうした反応を引き起こす状況について認識できるよう、次のように言います。 
 

私たちは、さまざまなタイプのストレスに対して、一人ひとり違った情緒的反応をします。怒り、悲しみ、恐怖、

不安、あるいはほかの否定的な感情もあるでしょう。筋肉の緊張、動悸、頭痛、腹痛といった、身体的な反応を

起こす人もいます。まず、あなたの反応が主にどのようなもので、それを引き起こすストレスフルな環境がどのよう

なものか、確認していきましょう。 

 

 

提供者への注意 

子どもと思春期の人には、身体を描いた図が役に立つかもしれません。そうした図があれば、強い情緒的・身

体的反応が起こっている部位を指し示したり、色を塗ったりすることができます。白い紙を用意して、子どもに人

物画、あるいは棒線画を描いてもらいましょう。反応を感じている場所を指で示させたり、色を塗らせたりしてくだ

さい。 

 

 被災者に、もっとも取り組みたいつらい反応をひとつ、選んでもらいます。次のような質問をして、被災者のニーズ

を引き出してください。 
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これらの反応のなかで、あなたにとっていちばんつらいのは、どれでしょうか？ あるいは、あなたがしたいと

思っていることの妨げになっているのは、どれでしょうか？ 

これらの反応のなかで、あなたがいちばん対処しにくいと感じてきたものは、どれでしょうか？ 

これらの反応のなかで、 初に取り組むとうまくいきそうなのは、どれでしょうか？ 

このつらい反応は、どのような状況で起こりますか。あなたの反応と、それが起こるストレスフルな状況につい

て、ワークシートに書いていきましょう。 

 

 

提供者への注意 

極端に否定的な感情をもっている被災者（抑うつ、悲嘆、罪悪感、恥、空虚感、復讐心など）には、よりしっか

りとしたサポートが必要かもしれません。極端に否定的な感情が表明された場合には、被災者を精神保健機関

に紹介してください。 

被災者が強い身体的反応に言及した場合（鋭い胸の痛みなど）は、そうした症状について内科医、あるいは

その他の専門家に相談したことがあるか、尋ねてください。必要に応じて医療につないでください。 

 

 

ステップ 2：つらい反応に対処するスキルを学ぶ   

Teach Skills to Address Distressing Reactions 

 

このパートで説明するのは、さまざまな反応への対処法です。ある特定の反応と状況にうまく対処するためには、

ほかの SPR スキルと組み合わせて使うことが理想的です。付録 D には、いくつかの特定のタイプの反応への対処

法が記載されています。被災者の関心にあったハンドアウトを選び、手渡してください。この資料は、数日後、数週

間後、あるいは数ヵ月後にでも、反応に対処するために活用できることを、被災者に伝えておきましょう。 
 

 呼吸法 

 トラウマ後の反応 

 怒りとイライラ 

 睡眠の問題 

 慢性的なストレスへの反応 

 気分の落ちこみ 

 災害後の不安 

 悲嘆反応 

 災害にあった誰かを支える 

 アルコールと薬の問題 

 いやな気持ちをコントロールしよう 

 不安をもつ子どもを支える 

 睡眠の問題をもつ子どもを支える 

 いやなことを思い出してしまう子どもを支える 

 不安をもつ子どもを支える： 避ける、まとわりつく、おびえる 

 イライラし、望ましくない行動をする子どもを支える 

 子どもと悲嘆： 家族のための情報  
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あらかじめハンドアウトの内容を確認しておき、被災者の反応に適したものを、いくつか選んでおいてください。

そのなかから、被災者に自分の反応や、ストレスフルな状況にうまく対処するためのスキルを選んでもらいます。ま

た、その場で次の SPR スキルのどれかを教えることも考慮してみてください。 
 

A. こころを落ちつかせるスキル――呼吸をコントロールする。 
 

B. 書くことによって、考えと感情を言葉にするスキル――自分の体験を整理し、理解しやすくする。他の人たち

と共有する。 
 

C. 誘因への反応に対処するスキル――ストレスフルな状況、日々のイライラ、トラウマを思い出させるきっかけ

に、事前に、 中に、あるいはあとから対処する。 
 

これらのスキルの概要を説明したあと、次のことを被災者に尋ねてください。 

• これまでにこういう方法をやってみたことはありますか 

• どのスキルを 初に学んでみたいですか 
 

初に学ぶスキルを被災者と一緒に選んでください。被災者が次の面接までに練習できるよう、選んだスキルを

十分に説明し、しっかり練習してください。次の面接でふりかえりを行い、磨きをかけましょう。 
 

 

A. こころを落ちつかせるスキル： 呼吸の練習  Calming Skill: Breathing Retraining 
 

呼吸を穏やかに整える練習は、こころを落ちつかせるために、非常に有効であることが検証されているスキルの 1

つです。不安を感じたり動揺したりすると、私たちのからだ――とくに心臓と肺――は、呼吸のやり方を変えることで

反応しようとします。次のように説明してください。 

 
呼吸には、からだのなかの二種類のガスのバランスを整える役割があり、からだの機能をよい状態に保つた

めに、欠かせない機能です。呼吸は、不安を感じると速く、浅くなる傾向があります。このような呼吸は、体内の

バランスを乱します。この浅い呼吸は、たとえばジャングルで虎から逃げるときなど、脅威に立ち向かうときには

役に立ちますが、私たちにはめったにそういうことは起こりませんね。体内のガスのバランスが乱れると、不安や

苦痛をともなう反応が起こることさえあります。呼吸の仕方によって、こころやからだの強い反応をやわらげたり、

そうした反応がひどくなることを防いだりすることができます。 

 

 

幼い子どもには次のように言います。 
 

 子犬がものすごい勢いで走りまわっているところを想像してみて。子犬はどんなふうにハアハアってするか

な？ 〔たいていの子どもたちは、このユーモラスな演技を楽しんでやります。子どもが子犬を怖がったら、ウサギ

にしてください〕 うん、そうだね。子犬はそんなふうに、はやくて浅い息をするね。それが、私たちがびっくりした

ときにする呼吸の仕方なんだよ。子犬みたいな息をしていると、からだがソワソワと変な感じになって、落ちつか

なくなるでしょう？ じゃあ今度は、おひさまの下で寝そべっている、おおきな犬を想像してみて。そうそう！ ゆ
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っくり上手に呼吸できてるね。おおきな犬みたいにゆっくりと息をすると、からだは落ちついてくるんだよ。私たち

はいまから、ゆっくり上手に息をする、おおきな犬の呼吸を練習するんだ。そうしたら、あなたが落ちつかなくな

ったときに、いつでも自分を落ちつかせられるようになるからね。 

 
 
 呼吸法を紹介するために、次のように言います。 
 

これからあなたに、こころやからだの強い反応をやわらげる方法をお教えしたいと思います。自転車に乗るの

と同じように、習得するためには時間が必要です。でも、一旦上手にできるようになれば、動揺したときにごく自

然に使えるようになります。呼吸をゆっくりする練習を毎日続ければ、心身の反応が激しくなりすぎたり、頻繁に

起こったりすることを防ぐことができます。この練習は落ちついているときにやるのが効果的です。呼吸法を定期

的に練習している人は、ストレスフルな状況にであっても、激しい身体反応を起こしにくくなります。 
 

呼吸法は、筋肉の緊張や不安をやわらげたり、動揺した気分を落ちつかせたりするのに役立つ方法です。今

日からさっそく使えるように、今からやってみましょう。その前にお尋ねしたいのですが、あなたはこれまでに呼

吸法を習ったことはありますか？  
 

「はい」の場合：「どんな方法を習いましたか。それは役に立ちましたか」（手短に話しあう） 

 役に立ったことがある場合：「わかりました。そのやり方が今の状況にも使えるかどうか、試して

みましょう」 

 役に立たなかった場合：その人の反応と不安について話しあい、よい反応が得られるように手

直しする方法を探してください。たとえば、目を閉じるとさらに不安になるようなら、苦痛に感じな

くなるまで目を開けたままで練習するなど。またときに、 初にリラックスが起こるときに一時的に

不安が強まる人がいることを説明してください。しかしたいていの場合、こうした反応は呼吸法を

続けて、こころを落ちつかせようと集中しているうちに、弱まっていきます。 

「いいえ」の場合：「わかりました。それではこの方法はあなたにとって、新しいやり方ということになりますね。この

新しい方法が、あなたが落ちつくために、お役に立つといいのですが」 

 
 
 子どもに対しては、次のように言います。 
 

こういう呼吸の方法を誰かに教えてもらったことはあるかな？ もしかしたら、ほかのカウンセラーとかコーチに

教わったことがあるかもしれないね。 
 

「はい」の場合： 「それはよかった。どんなやり方をするか、やってみせてくれる？ 一緒に練習しようよ」 

 ポジティブなフィードバックをしてください。この方法をどんなふうに練習し、どう使えばいちばん

効果的か話しあいましょう。必要に応じて手直しをして、その子どもがすべてのステップを確実

にできるようにしてください。 

「いいえ」の場合：「やったね。今日は新しい方法を習うことができるよ。あなたが午後は呼吸の仕方を習ったって

聞いたら、お父さんやお母さん（世話をしてくれる人）はどんな顔するかな！ この方法を習うの

にはそんなに時間がかからないし、とても役に立つと思うよ」 
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呼吸は私たちの感情に影響を与えることを、被災者に思い出してもらいましょう。穏やかでゆっくりとした呼吸は、

ストレスが溜まったり不安になったりしたときに、こころを落ちつかせてくれます。一般に信じられていることとは逆に、

深呼吸はたいてい役に立ちません。かえって不安が高まることさえあります。よい呼吸の仕方とは、実は普通に呼

吸をしながらゆっくり息をはくことです。つまり、呼吸法のポイントは息をはくことにあるのです。 

 
 呼吸法の練習は、次のように行います。 
 
 1．楽な姿勢で椅子に座ってください。それから――そうしても大丈夫であれば――背もたれにしっかりともた

れてください（この姿勢に痛みがあるようなら不要です）。手と腕と足は組まずに、力を抜いてください。足の

裏を床にぴったりとくっつけましょう。あなたの足を支えている床を感じてください。目は閉じていても、開い

ていてもかまいません。あなたが落ちつく状態にしてください。口を閉じて、5 つ数えるまでゆっくり、軽く、鼻

から息を吸い込みます。ゆっくりと息を吸っているあいだ、お腹のあたりが膨らんでくるのを感じてください。 

2． 5 秒間息を止めます。 

3． 鼻か口からゆっくり、7 つ数えるまで息をはきます。息をはきながら、こころが落ちつくような言葉をつぶやい

てみましょう。たとえばこんな感じです。「リラーーーックス」。 

4． 吸って…2、3、4、5。とめて・・・2、3、4、5。はいて…2、3、4、5、6、7。 

5． 吸って…2、3、4、5。とめて・・・2、3、4、5。はいて・・・2、3、4、5、6、7。 

6． 吸って…2、3、4、5。とめて・・・2、3、4、5。はいて・・・2、3、4、5、6、7。 

7． 吸って…2、3、4、5。とめて・・・2、3、4、5。はいて・・・2、3、4、5、6、7。 

8． 今度はひとりでやってみましょう。ご自分のペースで 5 回呼吸してください。それからいつもの呼吸に戻りまし

ょう。 

 
こころが落ちつく言葉を見つけるときには、「何か好きな言葉はありませんか」と被災者に尋ねてください。「ほっと

する」「リラックスする」「ほぐれる」などの言葉が役に立つと感じる人が多いようです。被災者にもっとも落ちつく言葉

を選んでもらい、このスキルを練習するときに使いましょう。なかには、｢リラックス｣と言われると逆に緊張してしまうと

報告する人がいるかもしれません。そのような場合は、「はき出す」などのような別の言葉を使います。 
 

呼吸法に関する被災者のあらゆる質問に答えてください。その人が使える時間に応じて、毎日 10 回から 15 回程

度、練習してもらいましょう。苦痛のないときを選んで、定期的にこのスキルを使うことによって、ストレスの多い状況

に直面しても落ちついていられるようになることを、強調してください。練習に適した時間と場所について、話しあい

ましょう。 
 

 

子どものための工夫 

子どもに教えるときにも、大人と同じ基本ステップを用いますが、息を吸うときは 3 秒、はくときは 5 秒に短縮してく

ださい。呼吸法を行っているあいだ、子どもが自分のからだに意識を集中できるよう、手助けしてやることが大切で

す。たとえば、息を吸うときにお腹に手をあてさせて、空気で満たされたときには、風船のようにお腹が膨らむことを

感じさせます。あるいはシャボン玉を吹いたり、おはなしを聞かせたりなど（子どもたちが、呼吸をコントロールする登

場人物を真似ることで、あなたを手助けするような話）、呼吸法をゲームにしてもいいでしょう。子どもにとって、上達

することは楽しいことであるということを、覚えておきましょう。子どもに、ほかの家族にもこのスキルを教えてあげるよ

うに言いましょう。それによって、習ったことをしっかりと身につけることができます。手がかりになる言葉を選ぶときに
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は、子どもに好きな色を選んでもらいます。いい気持ちになる好きな色を吸い込んで、嫌な気持ちを灰色と一緒に

はき出しましょう。 
 

 
B. 考えと感情を言葉にするスキル： 書くエクササイズ   

Skill to Put Thoughts and Feelings into Words: Writing Exercise 
 

考えと感情を言葉にするのに役立つ、書くエクササイズを被災者に教えましょう。私たちは、不安になったり動揺

したりすると、自分の考えや感情を整理したり、理解したりすることが困難になります。次のように言います。 

 
言葉にすることで、自分の考えや感情を整理したり、理解したりしやすくなると感じる被災者は、少なくありま

せん。自分の感情と考えを理解できるようになれば、それを誰かと共有することもできるようになります。 
 

文章を書くことが役に立つと感じる人たちがいます。あなたはこれまでに、書くことが役に立つと感じたことは

ありますか？ 日誌や日記をつけたことはありますか？ もしかしたら、誰かに手紙や E メールを書いてみたら、

それが状況を説明したり理解したりするのに役立ったということが、あったかもしれません。あるいは詩や歌、ラッ

プを作ってみようと思ったことは、なかったでしょうか。もし、あなたがこうしたことに関心をお持ちなら、書くエクサ

サイズをやってみませんか。 

 
 

このスキルを学ぶ意味 

喪失や災害に関する記憶、あるいは現在や将来のストレスに満ちた状況に関連した苦しみは、文章にすることに

よって、処理したり、軽くしたりできることがあります。こころのなかに埋め込まれた喪失や災害の光景の記憶は、侵

入的な想起、悪夢、あるいはフラッシュバックとなって、意識に侵入してくることがあります。被災者は災害以来、あ

るいは現在、深刻な不安を持っているかもしれません。もしくは今後、そういう不安が起こってくるかもしれません。

そうした不安を文章に書いてみると、役に立つことがあります。書くことによって、混乱してまとまりのない不安を目の

前に並べ、整理することができます。書くことは、情動の激しさをやわらげたり、記憶が喚起される状況を理解したり

することに役立ちます。それによって、周囲の人々とよりよいコミュニケーションがとれるようになることもあります。こ

のスキルは、記憶と不安をより効果的に扱うことを学ぶ方法です。支援者が、鍵となる不安を特定して被災者と話し

あう役にも立ちます。文章を書くことが困難な被災者、書くことを好まない被災者のためには、代わりとなる方法（テ

ープレコーダーやデジタルレコーダーに考えを録音するなど）を見つけたり、芸術的に自己表現したりすることにつ

いて、話しあいましょう。 

 
スキルを学ぶ意味を次のように説明してください。 
 
災害にあったり、愛する人を失ったりした人々の多くは、災害体験のつらい記憶や苦しい考え、災害後のスト

レスに関連した気分の落ち込みや不安、あるいは生活ストレスの苦しみを抱えています。場合によっては、あま

りに多くの考えや印象があふれて、圧倒されるように感じたり、理解できなかったりすることもあります。たえまなく

意識のなかに入りこんでくるそうした考えは、過去の経験や現在起こっていることのなかに、まだ「やり残し」があ

るというサインを示しています。こうした混乱した記憶や考えに動揺するのではなく、それを書き出すことによっ

て、あなたはそれらを処理することができます。書くことは、ごちゃごちゃになったものを箱から取り出して、並べ

直すことに似ています。そうすることによって、それらに対処することができるのです。あなたはいま、こうした不



【4．心身の反応に対処する】 

38               Skills for Psychological Recovery 
 

安や記憶が大きすぎたり、つらすぎたりするために、取り扱うことができないと感じているかもしれません。それは

理解できることです。こころの中身を整理するのには、時間がかかりますから。 
 

ある意味それは、消化しきれないほどたくさんの食事をしたあとの、不快な感覚に似ています。いくらか時間

がたって食べ物が消化されたら、楽になりますね。あなたの記憶や不安は、大量の食事のようなものです。あな

たの反応が続いているのは、災害や災害による変化とストレスを、まだ消化できていないためなのです。不安に

思っていることについて書くことは、あなたがご自分の反応を「消化」する役に立つでしょう。それによって、そうし

た反応が毎日の生活に割り込んでくることが、少なくなるかもしれません。 
 

ほかの例をあげてみましょう。あなたの記憶は、処理するのがおっくうな、山積みになった書類のようなもので

す。この書類の山を処理せずに、手早く簡単に解決する方法は、それを戸棚に押し込んで、二度と出てこない

ようにさっと扉をしめてしまうことです。しかしながら、この方法にはいくつか問題があります。第一に、書類をきち

んと積んでおかなければ、書類はそこに静かに収まっていないでしょう。戸棚の内部に大きな圧力をかけ、いつ

どんなときに扉を押し開けて、ふたたびなだれ出てくるかしれません。そうならないために、あなたはずっと戸棚

の扉を押さえつけておかなくてはならないでしょう。それは、多大な時間と労力を要することですし、扉が閉まっ

ているときでさえ、もしそれが開いてしまったらどうしよう、と心配し続けることに、多くの時間と労力を費やすこと

になるでしょう。第二に、あなたがある特定の書類を見つけるために戸棚のなかを探せば、残りのすべての書類

が一緒にこぼれ出てくることなしに、その書類が見つかることはまずないでしょう。書類を戸棚に押し込んでしま

ったがために、あなたはたった 1 枚の書類を取り出すために、すべての書類に取り組まなくてはならないので

す。 
 

この戸棚のなかの書類は、あなたの記憶と不安に少し似ていませんか。あなたは、それらすべてを押しやろう

としたけれど、ちょうど戸棚のなかの書類がこぼれ出てくるように、それらは否応なく、戻ってきつづけます。どん

なに必死にやっても、かならずしも、こうした記憶を締め出しておくことはできません。周囲にあるものが思い出さ

せるし、起こったことについて誰かに尋ねられれば、自分から思い出すこともあるでしょう。こうした機会は、戸棚

から 1 枚の書類を取り出そうとすることに似ています。それにともなう圧倒される感覚や、さまざまな反応といった

ことの全部に触れることなしに、あなたは、思い出そうとする部分を思い出すことができません。問題について書

くことの目的は、すべてを戸棚から出して並べ直し、きちんと片づけることによって、あなたがそれらを理解して、

コントロールできるようにすることです。文章に書くことは、あなたの心を占めているこうした記憶と不安を処理し、

対処する、もっともよい方法の 1 つなのです。 

 
 
手順の説明 

 被災者に書くエクササイズを説明する際には、以下のポイントを示してください。 
 

 家に帰ったら、少なくとも 30 分は邪魔の入らない、あなたが安心して書くことのできる時間と場所を選んでく

ださい。次にご自分に尋ねてください。「たったいま、私がつらいのはどんなことだろう？」。それは災害の

中に体験したことかもしれないし、そのあとに起こった何かかもしれないし、あるいは、将来への不安かもし

れません。あなたにとってつらいことがどんなことであれ、そのことについて、できるだけ詳しく書いていきまし

ょう。災害について書く場合は、そのときあなたが見たもの、聞いた音、かいだ匂い、からだの感覚、そのとき

の感情と考えについて、書いてください。これはつらい作業でしょうが、感じたことを書くことは、記憶を取り

出して理解することに役立ちます。感情、からだの感覚、あなたが考えていることや自分自身に言い聞かせ
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ていることについて、できるだけ詳細な内容を含めてください。もし、あなたが亡くなった人について苦しい

思いをいだいているなら、その人に手紙を書いて、あなたが感じていることや、もしその人がいまもここにい

れば伝えたかったことを、言葉にしてみましょう。 

 書くときには、そのとき自分を救うため、あるいはほかの人を助けるためにしたことについて、考えてくださ

い。たとえば、あなたは安全のために、どんなことをしましたか。どのようにして危機を生きのびましたか。そ

の出来事が起こっていたとき、あるいはそれが過ぎ去った直後、あなたは誰かを助けましたか。あるいは、誰

かに助けられましたか。あるいは、誰かが誰かを助けるのを見ましたか。 

 30 分書いてみてください。あなたのつらいことがどんなことであれ、30分あれば、書くことができるでしょう。そ

れでは言いたいこと全部を書くのに十分でない場合は、時間があれば、さらに書き続けてください。時間が

なければ、書き残したことに取り組める時間を、できるだけ早く、見つけてください。すべてを書くことが重要

であることを、忘れないでください。省略して書いてはいけません。 

 書くことが苦手な人もいます。同じ目的に達する別の方法には、ボイスレコーダーに向かって話すこと、絵を

描くこと、作品を作ること（コラージュ）、スクラップブックや思い出ボックスを作ることなどがあります。感じたこ

とを表現し、考えを探ったりまとめたりすることに役立つなら、どんな活動でもかまいません。 

 書いている 中、あるいはそのあとに、さまざまな考えや感情がわきおこってくるかもしれません。そこには

否定的なものも含まれているでしょう。そうした場合は、「役に立つ考え方をする」のスキルが助けになるかも

しれません。役に立たない考え方を特定し、それが現実的かどうか、考えてください。たとえば、台風の被害

について書いている人が、記憶をすべて詳細に思い出すことがあまりに苦しい、と感じているとしましょう。

「この記憶はあまりにも恐ろしすぎる。こんなもの私には処理できない」。この考えによって、その人はさらに

苦しくなり、さらに絶望します。しかしたとえば、「この記憶はあまりにも恐ろしい。でも、少なくとも私はそれに

ついて書くことができた」とか、「私がきっかけに反応するのは、無理もないことだ。それは、すごくつらい瞬間

を思い出させるのだから」などといった、別の考え方を学ぶこともできます。この、より役に立つ考え方は、苦

しい反応やわらげる助けになるでしょう。 

 後に、事態がどのようになればよいと思っているか、その出来事がふたたび起こらないようにするためには

どんなことが可能か、書いてください。 

 
被災者に、書くエクササイズは何回か繰り返してやるよう、勧めてください。行うたびに、新たに見出した役に立

つ考え方を、そこに含めていきます。自分に影響を与える状況について考えること、役に立つ方法で重要な問題を

理解すること、自分の反応に対処することに役立つでしょう。被災者が愛する人の死について苦しんでいる場合は、

セッションを継続し、亡くなった人に手紙を書くことを勧めてください。被災者は、愛する人の思い出を大切に胸に

しまっておきながら、一方で、これからどんなふうに前向きにやっていきたいか、どんなふうに気持ちを切り替えてい

きたいかをその人に伝えたい、と望むかもしれません。 
 

 

面接でリハーサルをする 

面接時間のなかで、書くエクササイズのリハーサルをすることもできます。理論的な説明を行ったあと、災害にま

つわる体験、あるいは災害後のストレスや、苦しい状況に対して不安に思っていることを 10 分間書いてみるよう、被

災者に提案してください。その人が望まなければ、書いた内容について話しあう必要はないことを、説明してくださ

い。自宅でエクササイズをやる前に、面接中にリハーサルを行うことによって、被災者は書くことに対する自信をつ

けることができます。また、書くエクササイズに対する反応や質問について、あなたと話しあうことができます。 
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提供者への注意 

このエクササイズは、すべての人に適しているわけではありません。このエクササイズの対象は、いま現在つら

い感情、記憶、考えに関する問題を抱えている人々で、しかも、こうした継続する反応に対処するためのエクサ

サイズに関心を持つ人々です。たとえば職を失った人は、クビになったことや、さし迫った家賃や住宅ローンの

支払い、小さな事業をはじめることの不確実性について、書くでしょう。このエクササイズは、生活ストレスや、現

状や将来に対する不安を抱えている人々に適しています。 
 

書いていると、苦しさがわきあがってくることも少なくありません。こうした感情をうまく取り扱うことのできない

人々に、この方法は適していません。書くエクササイズに適さない可能性があるのは次のような人です。 
 

 なんらかの危害を引き起こした行動について、激しい罪の意識を持っている人 

 強い自殺念慮を持っている人 

 精神疾患の既往がある人 

 耐えられないほどの激しい不安をもっている人 

 情緒不安定の既往がある人 

 現在、物質依存状態にある人 
 

被災者に、書くエクササイズをしたあとには、回復のための時間が少し必要であることを助言してください。ま

た、就職面接や学校の試験など、ストレスのかかる出来事の直前に書くエクササイズを計画することも、勧められ

ません。回復のための時間に何をするか、具体的な内容を話しあっておきましょう。たとえば、お風呂に入る、音

楽を聞く、呼吸法を行う、お気に入りの詩を読むといったことです。 

 
 

子どものための工夫 

年長の子どもや若い人たちは、問題なく自分たちだけで書くエクササイズを行うことができるでしょう。落ちついて

取り組めて、つらくなったり休憩が必要になったりしたときに、信頼できる大人がそばにいてくれるような場所を選ぶ

手助けをしてください。若い人たちはすでに日記、あるいはインターネットのブログやソーシャル・ネットワーキング

（Facebook や Twitter など）に、上手に自分の考えや感情を書いている人たちも、少なくないでしょう。10 代の子ど

もたちには、詳細な内容をネット上に公開しないよう、くぎを刺しておいてください。 
 

小さい子どもたちには、あなたが秘書役を演じて、かれらが話す考えを書きとめてやるといいでしょう。子どもたち

が自分の体験をよりよく理解する方法には、ほかに、災害の絵を描いて、それについて詳しく話してもらうやり方が

あります。こうした絵を描く前に、 初にかれらが安心できる場所、あるいは気持ちが落ちつくものを描いてもらいま

す。あなたは、子どもたちが自分の感情や不安に名前をつける手助けをします。それから、その絵について話して

くれるよう頼みます。次のように尋ねるといいでしょう。「危なくないように、あなたはどんなことをしたのかな？」「誰か

を助けてあげた？」「誰かがあなたを助けてくれた？」。それから、起こったらいいなと思うこと、あったら気分がよくな

ったり安心したりするものを描くよう、励ましてください。他者に伝えられる言葉を見つけること、自分がどのようにそ

のことを思い出すかを理解すること、自分の体験の意味を理解することができるよう、手助けしてください。 

 
 



【4．心身の反応に対処する】 

41               Skills for Psychological Recovery 
 

 
発達に関する注意 

幼い子どもは、出来事のつながりを思い出したり、別々の時間に体験した異なった感情を特定したりすること

が困難かもしれません。また、幼い子どもは強固な具体的思考をもっていたり、起こった出来事について混乱し

続けていたり、起こった出来事に対してきわめて特殊な理由づけをしたりしていることがあります。こうした場合に

は、養育者に手伝ってもらいながら、子どもが体験したことを説明する言葉をつくりあげてください。 

 
 
C. 誘因への反応に対処するスキル  Skill to Manage Reactions to Triggers 
 

災害のあとには、さまざまな体験や状況が誘因となって、苦しい反応が引き起こされます。反応は内側からやっ

てくるもの（つらい考えや記憶、不快な情動や身体的反応など）であることも、外からやってくるもの（つらい記憶の

誘因になるストレスに満ちた状況や場所に遭遇するなど）に関係することもあります。つらい誘因に対処する方法を

考えておくことは、被災者の役に立つでしょう。 
 

1．ストレスフルな状況や、思い出させるきっかけへの反応に対処する方法を学ぶ 

2．こうした状況は、かならずしも思ったほど悲惨なものではないことを学ぶ 

3．それが予想されたものか、思いがけないものであるかにかかわらず、さまざまなタイプの困難な状況への反応

に耐え、対処する能力への自信をつける  
 

 

このスキルを学ぶ意味を説明する 

反応に対処する方法を学ぶことの意味を、大人には次のように説明します。 

 
ストレスに満ちた状況、日々のイライラ、災害を思い出させるものなどにさらされ続けていると、不安、落ち込

み、恐怖感、心配、悲しみ、怒りといった強い反応が引き起こされることが、少なくありません。強い否定的な感

情や、動悸、不安、緊張などの身体的な反応は、高血圧など健康状態の悪化につながることもあります。 
 

あなたが日々目にしているものや場所、聞こえてくる音、かぐ匂いなど、数多くのものが災害を思い出させるき

っかけとなり、あなたを苦しめている可能性があります。特定の人――親しい友人や家族といった人たちでさえ

――が、思い出させるきっかけになることもあります。そうなると、こうした人間関係は苦しいものになってしまいま

す。繰り返しきっかけにさらされ続けていると、ストレスが慢性化し、エネルギーを奪われ、ますますいらだちが強

まっていきます。 
 

ストレスに満ちた状況や、思い出させるものに対する反応への対処法を学ぶには、練習が必要です。練習す

るたびに、あなたは自分が少しずつ上手になっていくことに気づくでしょう。また、思っている以上に自分はうまく

やれるのだという、とても大切な教訓を得ることでしょう。誘因は、かならずしも繰り返し同じ反応を引き起こすわ

けではありません。動揺したとしても、あなたは自分を落ちつかせることができるのです。そうすれば、反応はそ

れほど破壊的なものにはなりません。 

 
スキルを学ぶことの意味を、子どもには次のように説明します。 
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嫌なことがあると、あとからそのことを思い出してしまうことってあるよね。嫌なことに関係のある場所に行った

り、関係のあるものを見たり、音を聞いたり、思い出させる人と一緒にいたりするときなんかに、そういうことは起こ

りやすいんだ。思い出すと怖くなったり、心配になったり、悲しくなったりするし、腹が立ってくることだってある

ね。こういう、「思い出すきっかけ」に対する反応がおこると、家や、学校や、友達と近所で遊んでいるときなんか

に、やろうと思っていることができなくなるね。生活が変わってしまうこととか、いろんなことが、心配になったりつ

らくなったりすることもあるよね。こういう反応が起こったときに対処する方法を練習しておけば、またやりたいこと

が、うまくできるようになるよ。家族や友達とも、きっとうまくやれるようになるし、学校や自分のやりたいことや、い

ろんなことの調子が、だんだんよくなっていくよ。ただね、この方法を身につけるのには、練習が必要だよ。練習

するたびに、少しずつ、うまくなっていくんだ。それから、とっても大事なことがわかるようになるよ。それはね、あ

なたは自分で思っているよりも、上手にやれるんだってことだよ。 

 

 

誘因となる状況を特定する 

まず、 近あったストレスフルな出来事（強く動揺させられた状況）について、被災者に話してもらいます。この状

況がストレスになった理由にはいろいろな要因が考えられることを被災者に伝えてください。 
 

• 災害、あるいは亡くなった愛する人のつらい記憶を思い出させたかもしれません。 

• とてもイライラさせられる、わずらわしい出来事だったかもしれません。 

• そのほかの困難な状況（就職面接、再度の引越、学校での大事な試験）だったかもしれません。 
 

 

誘因となる状況が起こる前に、最中に、あるいはあとから役に立つ方法を用いる 

次に、誘因となる状況に対処するには、3 つのおもな方法があることを説明します。 
 

1．起こりそうなストレス状況、あるいはきっかけを予想して、それに備える。 

2．ストレス状況やきっかけに遭遇したときに、それに対処する方法を考えておく。（予想していなかった誘因に対処

する方法はとくに重要です） 

3．誘因に遭遇したあとには、回復のための時間をとる。 
 

 次にあげるのは、ストレス状況やきっかけへの反応に対処するための方法です。ストレスフルな状況が起こる前に、

中に、あるいはあとからこれらを用いる方法を、被災者と話しあってください。その人がすでにこうしたやり方を試

しているなら、さらに役立つものを加えることにより、より一層こころ強くなるでしょう。 
 

• 健康に気をつける：ストレスに対処するために、健康的な食事、定期的な運動、適度な睡眠をとり、心身の健

康を維持しましょう。 

• ポジティブな活動をする計画を立てる：やりがいや意味を感じられる、前向きな活動をしましょう。 

• こころが落ちつくことをする：呼吸法、あるいは気分のよくなるような気晴らし（音楽、映画、散歩、人に会うな

ど）をしましょう。少し時間をとって、静かな場所で、穏やかなイメージや考えに集中して、心身をリラックスさ

せるのもいいでしょう。あるいは、気持ちの落ちつく好きな場所にいる自分、あるいは好きなことをしている自

分の姿を想像してみます。 
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• 区別する：災害そのものと、誘因となる状況や思い出させるきっかけを、区別しましょう。誘因となる状況やき

っかけが、災害そのものとどのように異なっているか考えます。いま起こっていることは「きっかけ」に過ぎない

のだということを、自分に言い聞かせてください。たとえば次のように考えます。「あれは、あのとき起こったこ

とだ。これは、いま起こっていることだ。私はいま、あのときとは違う場所にいる」。 

• 役に立つ考え方をする：気持ちを前向きにするために、「役に立つ考え方」のスキルを使いましょう。自分を

傷つけるような言葉をコントロールし、希望を持ち続けられるようにします。 

• 誰かに支えてもらう：支えになってくれる誰か親しい人を探しましょう。誘因となる状況に対して、あなたがど

んなことを感じているか、その人に話してください。誰かにほんの少し手を握ってもらうだけで、心身の反応

が落ちつくこともあります。 

• 書くスキルを用いる：自分の気持ちや、そうした気持ちになる理由を書いてみましょう。こころが落ちつきます。

また、自分の感情をどう扱いたいのか、あるいは誰かにそれを伝えたいのか、じっくり考えることにも役立ちま

す。 

• スピリチュアルな、あるいは宗教的なことを行う：お祈り、瞑想、マインドフルネス〔今ここにある刺激や感覚に集

中する〕、慈善活動などの実践は、こころの安らぎや、強さと希望の感覚を与えてくれます。 
 

 

ステップ 3：反応に対処する計画を立てる  Create a Plan to Manage Reactions 
 

続いてワークシート「心身の反応に対処する」を使って、翌日からどのように対処法を練習して実践するか、計画

を立ててください。対処法が使えそうな場面を、被災者に選んでもらいましょう。やり方を復習し、質問があれば答

えてください。「練習すればするほど、簡単にできるようになるし、効果もあがります」と伝えて、練習が大切であるこ

とを強調してください。 
 

子どもの場合は、嫌なことを思い出したときに親に伝えるやり方などを、一緒にリハーサルしてみましょう。小さい

子どもは、実行するときに手伝ってもらえるよう、親や養育者と一緒に計画を立ててください。あるいは、親や養育

者に計画を伝えておいてください。 
 

フォローアップ面接： 課題のふりかえり 

後日、被災者が面接に訪れた場合は、対処法をやってみてどうだったか、ふりかえります。被災者は、前回の面

接で一緒に選んだプランを実行してみたでしょうか？ もしそうであれば、それはどんなふうに役立ったでしょうか？ 

実行に移すための努力であれば、どんな小さなことでも認めてください。どのスキルが役に立ったか検討し、どうす

ればもっとうまく自分の反応に対処できそうか、尋ねてください。こうしたことを話しあうときには、焦点を次の事柄に

合わせます。 
 

• スキルはどのように役に立ったか。 

• 反応への対処法から、どんなことを学んだか。 

• スキルがうまくいかなかった場合は、そのスキルをどのように改良するか考える（あるいは、役に立ちそうな別の

スキルを選ぶ）。被災者がその対処法を行っていたとき、誰がそばにいたか。可能であれば、被災者の人間関

係や、被災者の親しい人が、どのように「心身の反応に対処するスキル」を促進したり、あるいは妨げたりする

のかについて話しあう。 

• 支援を必要とするような否定的な反応が被災者に起こった場合は、ほかのスキルを選ぶ。 
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5. 役に立つ考え方をする                                      
Promoting Helpful Thinking 

 

目標 
災害や現在の状況について考えるときに、被災者がどのような言葉を自分に語りかけている

か、確認します。自分を苦しくさせないような考えを選べるよう、手助けします。 

理論的説明 

災害に関連したつらい考えに苦しんでいる被災者は、少なくありません。ネガティブな考え

方をすることによって、恐怖、絶望、怒り、不安、孤独感、罪悪感といった否定的な感情が続き

ます。より役に立つ考えとはどのようなものか確認し、それを練習することによって、気分を改

善したり、つらい考えや身体的な反応をやわらげることができます。 

対象 

次のような問題で困っている被災者 

• つらい心身の反応がある 

• 過度に自分に厳しい、あるいは自己否定的である 

• 恐怖と不安に対処する方法がわからない 

時間 30-45 分 

使用するもの 

 大人： ワークシート 「役に立つ考え方」 

     ワークシート 「バランスシート」 

  役に立つ考え方： 大人・青年用 

子ども： ワークシート 「やくに立つ考えかた／よいコーチと悪いコーチ」 

      やくに立つ考えかた： 子ども用 

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．役に立たない考え方を確認する 

2．役に立つ考え方を確認する 

3．役に立つ考え方をリハーサルする 

4．役に立つ考え方の練習課題を決める 

 

 

 

 



【5．役に立つ考え方をする】 

45               Skills for Psychological Recovery 
 

このスキルを学ぶ意味を説明する 

Get Rationale for Helpful Thinking 

 
私たちが、自分自身や起こったことに対して「考えること」は、私たちの感情と行動を形づくります。起こってしまっ

た出来事を変えることはできません。しかし、「考え」の焦点をもっと希望が感じられ、自分を圧倒しない内容に変え

ることはできます。ここで紹介する対処法は、被災者が、自分自身と現在の状況に対してもっと希望がもてるような

考え方ができるよう、手助けするものです。とりわけ、過度に自分に厳しかったり、自己否定的になったりしている被

災者には、役立つでしょう。動揺させる考えより、役に立つ考えに集中することで、気分を改善し、より効果的な対

処法ができるようになります。この対処法は、被災者が災害と、災害が自分の生活にもたらした影響について、今ど

のような考えを持っているか確認する手助けをします。被災者は、これらの考えがどのように自分の感情や行動に

影響を与えているか、どうすればもっと役に立つ考えに集中できるか、どうすれば動揺させる考えをやめることがで

きるか、学びます。 
 

初に基本的な例をあげて、同じ出来事に対する異なる考えが、異なる感情を導くことを示しましょう。ここでの

目的は、ほかの考えはそうではないのに、ある種の考えは苦しい感情を生み出しがちであることを示すことにありま

す。次のように言います。 
 

ある状況は、人びとにある種の感情をいだかせます。たとえば、渋滞に巻き込まれることで怒りを感じる人がい

るかもしれません。しかしながら、ある状況に対する感情に重要な影響を与えているのは、その人がその状況を

どう考えるか、ということです。もし渋滞に巻き込まれたある男性が、「これで少なくとも退屈な朝礼は欠席だな」と

考えるなら、彼は少しうれしさを感じるかもしれません。反対に、「これじゃ遅刻するぞ。上司にこってりとしかられ

るだろう」と考えるなら、彼は不安を感じるかもしれません。あるいは、「俺はなんでこういつも、間抜けなドライバ

ーどもに行く手をふさがれるんだ？」と考えるなら、彼は不満を感じてイライラするでしょう。大切なことは、次のこ

とを理解することです。 

 考えは感情に影響を与えます。怒りに満ちた考えは怒りを生み、不安な考えは不安を生み、希望のない考

えは絶望を生み、穏やかな考えは人を落ちつかせます。 

 考えと感情は別のものです。考えとは、漫画の吹き出しのように、私たちのこころをよぎっていく単語、文章、

あるいはイメージです。感情は、私たちがある考え方をしているときにもたらされる、からだの感覚に関連し

ています。たとえば、恐ろしいときには背筋がぞっとし、不安なときには胸が苦しくなり、悲しければ胸がどん

よりと重くなり、興奮すれば足もとがふわふわと軽くなるかもしれません。 
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災害のあと、世界や自分自身に対する考え方が変化することは、自然なことです。たとえば、災害にあった人

は、世界をストレスに満ちて、予測がつかず、危険な場所だと考えることが少なくありません。ほかの人々を信じ

ることが困難だったり、自らの状況を絶望的なものだと感じたりすることもあるでしょう。当然のことながら、人びと

は、災害の 中に起こったことによって、強く動揺させられています。しかし、次のことを知っておくことは役に立

ちます。つまり、ストレス下にある人びとは、苦しみのあまり、自分のおかれている状況をより一層悪いものだと考

える癖を身につけていることがある、ということです。「役に立たない」考え方の癖とは、「なにひとつうまくいかな

い」とか、「もう二度といいことなんてない」といったものです。私たちがこうした考えを「役に立たない」と呼ぶの

は、こうした考えは、圧倒される感覚や絶望感を大きくすることによって、状況に対処することをより難しくしてしま

うことがあるからです。 
 

ストレス下にある人びとの多くは、自分が役に立たない考え方をしていることを認識できるようになったときに、

それが役に立つことがわかります。そうした人は、もっと状況にうまく対処できるような、役に立つ考え方がほかに

ないだろうかと考えるようになります。たとえばある人は、「なにひとつうまくいかない」と考える代わりに、「いまは

私にとって苦しい時期だけど、うまくやれていることもある」と考えるかもしれません。自分の考えに注意を払うた

めに時間をさく人は、あまり多くいません。だから、役に立たない考えは、多かれ少なかれ自動的に浮かび続け

ることになります。基本となる対応策は、まず、災害と、災害があなたの生活にもたらした影響に関するあなたの

考えがどのようなものかを調べるために、若干の時間をとることです。それから、どの考えが役に立たないか試す

方法を検討します。そして、代わりに注意を向けられる「より役に立つ考え方」を探します。 後に、代わりに焦

点を合わせる、より現実的で、役に立つ考え方について検討します。 

考え: 

遅刻して、めんどう

なことになりそうだ 

考え: 

なぜいつも、間抜

けな奴に行く手を

ふさがれるのか 

感情： 

不安 

感情: 

イライラ 

出来事: 

渋滞に巻き込

まれる 

考え: 

退屈な会議を欠

席するいい理由が

できたぞ 

感情: 

落ちつき 
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子どものための説明 

 

 
子どもと一緒に作業をするときには、子どもに人物画を描かせて、吹き出しのなかに否定的な考えを書き入れて

もらいます。それから、「いやな気持ち」の色を塗ってもらいましょう。この方法によって、考えと感情がどんなふうに

結びついているかを示すことができます。次に、子どもにまた別の人物画を描かせてください。今度は吹き出しのな

かに、役に立つ考えを書き入れてもらいましょう。それぞれの人物に名前をつけたがる子どももいるかもいれません。

このパートでは、どちらの人物がどの考えを表しているか特定することによって、子どもが、役に立つ考え方と役に

立たない考え方を見分けられるよう、手助けしてください。 
  

提供者への注意 

役に立つ考え方に焦点を合わせることは、単なるポジティブ・シンキングと同じではありません。災害の

直後には、被災者が話す信念を否定したり、批判したりすることによって、トラウマや喪失のリアリティを過

小評価しないよう、私たちは注意深くならなければなりません。その人がどのような考え方をしていようと

も、その人の経験という文脈においてみれば、それは理解できるものです。しかし、役に立たない考え方

に注目することをやめて、役に立つ考え方に注目すれば、人は前に進んでいきやすくなるのだということ

を、はっきりと伝えるべきです。決して、被災者の考えが正しいかどうかという議論に入ってはいけませ

ん。それよりもむしろ、そうした考えが、その人の感情や行動にどのような影響を及ぼしているか検証でき

るよう、手助けしてください。目標は、苦しみを引き起こして回復の妨げになるような考え方ではなく、エネ

ルギーを得られて動きだすことに役立つような考え方を見つけ出し、そちらにより多くの時間を費やせる

ようになることです。 
 

罪悪感の問題を扱うときに、被災者のいくつかの行動が、罪悪感の正当な理由となるということを認め

ることは、気の進まないことかもしれません。しかし、被災者が完全に正しい認識に対処することに苦しん

でいることに気づいた場合は〔被災者に罪や責任があるとみなされるときには〕、ほかのサービス*に紹介する

ことによって、利益を得られるかもしれないと考えてみてください。このような状況は SPR がカバーする領

域には入らないことが多く、より集中的な介入の必要性を示しています。 
＊加害者を対象とする介入（認知行動療法など）が想定されます 

 今日は、ものごとに対する考え方が、どんなふうにあなたの感じることに影響を与えているか、話しあってみよ

う。たとえば、次のふたりの男の子について考えてみようか。 
 

ひとり目の男の子は、ある朝目が覚めて、外は激しい雨が降っていることに気がつきました。その男の子はこ

んなふうに考えました。「嫌だなあ！ ひどい嵐になるかもしれない。何か悪いことが起こるかもしれないぞ！」

さて、その子はどんな気持ちになっていると思う？ ［不快感やおびえに関連した答えを拡げてください］ 
 

ふたり目の男の子は、目が覚めて雨が降っていることに気づきました。その男の子はこんな風に考えました。

「やったあ！ ぼく、雨のなかで遊ぶのが大好きなんだ。今日はいつもの退屈な練習なんてやらないぞ！」  そ

の子はどんな気持ちになっていると思う？ ［楽しい、ポジティブな感情に関連した答えを拡げてください］ 
 

ふたりの男の子が朝起きたとき、まわりの様子はまったく同じ、どっちも雨降りだったよね。でも、それに対する

考え方が違うと、ふたりの男の子はぜんぜん違うことを感じたね。 
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ステップ 1： 役に立たない考え方を確認する  Identify Unhelpful Thoughts 
 

ここでは付録 E の資料を使います。「役に立つ考え方：大人と青年用」、あるいは「やくに立つ考えかた：子ども

用」を取り出してください。役に立つ考え方の選択肢が被災者に見えないように、用紙を折りたたみます。被災者に、

役に立たない考え方にはタイプ（例：不十分な対処、無力感、安全感がもてないこと、罪悪感、恥辱感）があることを

説明します。続いて、それぞれのタイプの考え方を詳しくみていきます。それから、こうした考えがどのように否定的

な感情を引き起こすか、話しあいます。 
 

ここで被災者に理解してもらうことは、次の点です。まったく正しい考え方であっても（「いつかまた洪水が起こる」

という考えなど）、そこに含まれている暗黙の仮定（「私は次の洪水に対処できないだろう」）は、その考えのなかの

役に立たない部分である、ということです。ワークシート「役に立つ考え方」を使って、こうした考え方を、「もし○○な

ら、そのとき」というかたちで書き出してみましょう。たとえばこんな感じです。「もし、また洪水が起こったら、そのとき

私にはどうにもできない」。 
 

被災者が役に立たない考え方を特定することが難しいようなら、順序を逆にして、先に感情について考えてもら

い、それからその感情に付随する考え方について尋ねてください。 

 
► 「あの災害のことを考えると、あなたにはどんな反応が起こりますか？」 

► 「いちばん強い反応が起こっているとき、どんな考えが頭に浮かんでいますか？」 

 
 

文化に関する注意 

文化的な伝統によっては、神聖な存在（名前をあげるとすれば神、八百万の神、カルマ、アラーなど）にまつ

わる信念が、人々の考え、ふるまい、感情に重要な影響をもっています。こうした信念が、回復を支える要因で

あることが示されてきた一方で、災害は、人々の望ましくない行動に対して「罰を与える」神的な存在の憤怒や、

神聖なる判断によって起こされたのだと人々が考えるときには、ネガティブな反応を引き起こすこともあります。

被災者の民族的な背景や信仰に関する習慣に応じて、宗教的、あるいはスピリチュアルな信念が人々の感情、

行動、考えに、どのように貢献し、影響を与えているかを尋ねてください。  

発達に関する注意事項 

子ども（とくに幼い子ども）は、保護者やほかの大人に大きな影響を受けながら、自分の考えを形づくっていく

ことが少なくありません。子どもたちは、生活のなかでふと耳にした、重要な大人のネガティブな考えを取り入れ

ることがあります。子どもの役に立たない考え方に取り組むときには、保護者の役に立たない考えについても、

手短に評価し、修正してください。保護者が、強い否定的な考え（恐怖、いらだち、怒り、落胆など）を誰かに打

ち明けるような機会もあるでしょう。しかし、可能な限り、子どもには情緒的・身体的な安全が守られる場所を確保

してやる必要があることを、保護者に説明してください。災害後の子どもの適応は、子どもがその災害にさらされ

た度合いよりも、保護者の苦しみの度合いにより密接に関係することがあります。 
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提供者への注意 

役に立つ考え方を妨げる障壁の 1 つは、被災者の周囲にいる人々がいだいている、出来事に対する否定的

な解釈です。たとえばそれは、災害そのものや災害後の社会によって、あるいはなお悪いことに、政府や企業と

いった権力団体によって、断固とした否定を示され、特権を奪われた集団の信念などです。こうした解釈は、不

公平、迫害、無力感といった認知を引き起こすことがあり、怒りや復讐心がともなうこともあります。こうした解釈は

グループのプロセスから生まれるので、個人のレベルで対処することは、非常に困難かもしれません。こうした場

合は、コミュニティのリーダーと一緒に活動することが役立つかもしれません。リーダーと一緒に、メンバーにとっ

てより役に立つ解釈を生み出し、それを共有します。しかし、こうしたグループの見解は、かれらの現実の一部を

反映しているということに、留意しなくてはなりません。一方、グループにはとても有利な点もあります。それは、

グループには、ほかのメンバーの非常にネガティブで役に立たない考え方に気づくことのできる人もいることで

す。 

 

 

ステップ 2： 役に立つ考え方を確認する  Identify Helpful Thoughts 
 

ただ役に立たない考え方（「もう安全な場所なんてありっこない」）を特定しさえすれば、被災者がそれをより役に

立つ考え方（「たいていの時間、私は安全だ」）に取り替えられるわけではありません。そこで、次のステップでは、

別の役に立つ考え方を見つけ出し、明確にし、書き出します。まず、「役に立つ考え方」の資料を、もう一度被災者

に見てもらいましょう。役に立たない考え方と感情について再確認してもらったら、今度は、役に立つそれ以外の考

え方と、その結果として生じる感情的な反応について、考えてもらいます。 
 

ワークシート「役に立つ考え方」を取り出してください。被災者がほかによい考え方をいくつか思いつくことができ

るなら、作業は本人に任せてください。被災者が役に立たない考え方の代わりになる、役に立つよい考え方を見つ

けるために、手助けが必要な場合があるかもしれません。そのときは、 初にその人が自分で設定した目標を思い

出してもらいましょう。あるいは、自分の問題を解決するために必要な目標（恐怖を乗り越えれば子どもを助けてや

れる、あるいは仕事を見つけられる）を尋ねてから、その目標に近づく助けになるような考え方はどのようなものか、

尋ねます。あるいは、被災者が実践できるほかの考え方を、あなたが直接提案してもいいでしょう。役に立つ考え方

が見つけられたら、続いて、そこから連想される感情について話しあう時間をとります。コントロール感が増す感じや、

安心感、希望など、ポジティブな感情に焦点をあわせてください。 
 

子どものための工夫 

次にあげるゲームと手法は、「考え方」について子どもと話しあうときに、とても役に立ちます。 
 

✦ 魚つりゲーム  （就学前児童～小学生に適しています） 

工作用紙でいろんな色の「魚」を作ります。表側は空白にしておきます。裏側には、役に立つ考え方と役に立た

ない考え方を、簡単な言葉で書くか、もしくはそれを表わした絵を描いておきます。1 つひとつの魚の口に、ペーパ

ークリップをつけてください。子どもに、端に磁石を取りつけたひもを結んだ「つりざお」（箸、えんぴつ、ストローな

ど）を渡して、「役に立つ魚を釣ろうね」、と言います。魚つりが終わったら、子どもはそこにどんな絵が描いてあるか

調べて、あなたはその意味を解説します。子どもは、その魚を自分のものにするか（役に立つから）、それとも捨てる

か（役に立たないから）、選びます。手に入れた魚の「考え方」を自分の生活のなかでどんなふうに使うことができる
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か、子どもと話しあいましょう。それから、子どもがそのやり方を実行する手助けをしてください。 
 

✦ 記憶ゲーム （就学前児童～小学生に適しています） 
カードに「役に立たない考え方」「役に立つ考え方」「いやな感情」「よい感情」を書いて、伏せて並べます。子ども

が「役に立たない考え方」と「いやな感情」を引き当てたら、ペアの完成です。「役に立つ考え方」と「よい感情」でも、

ペアの完成です。 

 
✦ よいコーチ、悪いコーチ （小学生～思春期に適しています） 

スポーツをしている若者を描いたカラーイラストを、子どもに見せます。人物にはふきだしがついていて、「よいコ

ーチはなんて言うかな？」というキャプションがついています。子どもに好きなスポーツ選手をひとりあげてもらい、そ

の選手はどんなときでもいいプレイができるかどうか、尋ねてください。子どもは「いいえ」と答えるでしょうから、その

選手が 近いいプレイができなかったときの様子について、説明してもらいましょう。それからこう尋ねます。「その

選手がコーチのところに戻ってきたとき、よいコーチはなんて言うかな？」。励ましの言葉や役に立つ言葉（「きみは

よくやった」「次はうまくいくさ」「打てるまで練習あるのみだ」など）を考えてもらい、ふきだしのなかに書き入れてもら

います。次に、「悪いコーチはなんて言うかな？」というタイトルがついた同じイラストを見せます。その選手を落ち込

ませるような、助けにならない言葉を書き入れて（あるいは口で言って）もらいます。 

コーチの「役に立つ言葉」と「役に立たない言葉」を確認したあと、子どもに次のように伝えてください。「あなたの

頭のなかにもコーチがいて、ちょうどこれと同じように語りかけてくるんだよ。あなたのコーチは、あなたが失敗したと

きにどんなことを言うかな？」 。付録Ｅのワークシート「やくに立つ考え方／よいコーチと悪いコーチ：子ども用」を

使って、かれらの考えを書きとめてください。「役に立つ考え方と役に立たない考え方」というテーマで子どもと話し

あい、「悪いコーチ」はクビにして、「よいコーチ」と交代させることに、同意してもらいましょう。また、「頭のなかのひと

りごと」についても話しあい、役に立たないひとりごとを、役に立つものにおきかえる練習をしてください。 
 

「コーチ」の例とは別のやり方もあります。誰か他の子どもがある特定の考え方をしているときに、どんなアドバイス

をしてあげられるか考えてもらうやり方です。同じような災害を体験した子どもが持ちそうな考え方を、いくつか説明

してください。それから、その考え方が役に立つか、役に立たないか、尋ねます。役に立たない考え方に対しては、

その架空の子どもがもっと前向きで役に立つ考え方ができるよう、アドバイスしてもらいます。このワークには簡単な

人物画（あらかじめ描いておいたもの）を使ってもいいでしょう。 
 

 

ステップ 3：役に立つ考え方をリハーサルする  Rehearse Helpful Thoughts 
 

被災者が役に立つ考え方をいくつか見つけられたら、否定的な考え方や感情が浮かんできそうな状況を想定し

てもらいます。役に立つ考え方を声に出して、否定的な考え方に対抗する練習をしましょう。これをやれば、役に立

たない考え方を、役に立つ考え方に意識しておきかえるという体験に、慣れることができます。あなたにとっても、被

災者が「役に立つ考え方」の概念をどれだけよく理解できているか、確認できる機会となります。この段階では、こう

した考え方を完全に信じられなくても問題ないことを、被災者に伝えてください。とにかくこれから数日間役に立つ

考え方を試してみて、少しでも気分がよくなるかどうか、判断すればいいのです。これらの新しい考え方が、いかに

目標に近づく助けとなるか忘れないよう、被災者に伝えてください。 
 

役に立たない考え方にこだわり続ける被災者には、ほかのやり方を紹介してもいいでしょう。 
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• 付録Ｅのワークシート「バランスシート」を使って、被災者がその考えを持ち続けることで得られるものと、

その考えをやめることで得られるものを確認できるよう、手助けします 

• 「問題解決のスキル」を使ってブレインストーミングを行ない、不安を減らす、あるいは安心感を増すため

にはどんな方法があるか、アイディアを出してみましょう。 

• 役に立たない考え方から気をそらす（それについて考える時間を制限する）ために、「気分のよくなること

をする」と「役に立つ考え方」の両方を使いましょう。 
 

 

ステップ 4： 「役に立つ考え方」の課題を出す  Assign Practice of Helpful Thoughts 
 

「役に立つ考え方」の成功の秘訣は、毎日の生活のなかで、繰り返し練習することです。被災者に、役に立たな

い考え方が浮かんできそうな状況を特定してもらい、自分がその状況にいるところを想像して、否定的な考え方を、

役に立つ考え方におきかえる練習をするよう、提案します。役に立つ考え方のスキルを用いることは、何か新しいこ

とを学ぶことと同じであることを、繰り返し伝えてください。つまり、練習すればするほど、うまくなるのです。役に立つ

考え方を毎日練習するよう、励ましてください。役に立たない考え方に気づいたときには、意識して、それを役に立

つ考え方におきかえてもらいましょう。加えて、あとから見直したり練習したりするために、ワークシートを保存してお

くよう勧めてください。スキルを試してみたときには、自分をほめることを忘れないよう、被災者（とくに子ども）に伝え

ます。 
 

役に立たない考え方を検証する  

自分の考え方を変えることが難しい被災者には、その考えが正確かどうか、役に立たない考え方を「検証」してみ

るよう提案します。たとえば、その人が「もう二度と安全だと思えない」と信じているなら、それからの 1 週間、自分を

安全だと思えない状況においてみることによって、この信念を検証してもらいます。これは「現実的に考える」ことが

役に立つかどうかを確認するための、効果的な方法です。 
 

この検証をはじめるときに、被災者の抵抗を受けるかもしれません。そのようなときには、たとえそれが、その人が

長いあいだ避け続けてきた状況であったとしても、課題に挑戦してみるよう、励ましてください。課題をより対処しや

すいものにするために、 初の小さなステップを、被災者と一緒に決めます（ある場所に短時間いて、次は戻ってき

てもう少し長い時間いる。あるいはその状況に徐々に近づいていく、など）。課題を達成するために段階を進んでい

くにしたがって、かれらの信念は次々に検証されていきます。その過程で、役に立たない考え方を反証し、かれら

の確信を改善するような証拠が集まることでしょう。 

 

 

発達に関する注意 

子ども向けに、この活動を「探偵ごっこ」として組み立てることもできます。子ども（と養育者）に協力してもらっ

て、かれらの日々の生活から、手がかりを集めます。これらの手がかりが、役に立たない考え方の正しさを支持

するものかどうか、話しあいましょう。あるいは、おきかえ可能なもっとよい考えがある可能性を示しているかどう

か、話しあいましょう。子どもが支えられているという感じをしっかりと持て、大人自身が自分の役に立たない考え

方に対抗できるよう、このワークを行うときには養育者に協力してもらってください。 
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フォローアップ面接： 課題のふりかえり  Review Assignment 
 

前回の面接以降、「役に立つ考え方」を使ってみたかどうか、被災者に尋ねてください。使ってみた場合は、やっ

てみてどうだったか、尋ねましょう。ふりかえりを行なうときには、役に立つ考え方を使うことに対する被災者のどんな

小さな努力も、ほめてください。ふりかえりは次のように行います。 
 

• 「役に立つ考え方」のスキルを学ぶ意味と、前回確認した役に立たない考え方と、役に立つ考え方を、簡単に

ふりかえります。 

• 被災者に、役に立つ考え方を実践してみてどうだったか、報告してもらいます。どんなときに役に立たない考

え方が浮かんでくるか、意識することができましたか？ 役に立たない考え方に対抗するために、役に立つ考

え方を思い出すことができましたか？ こうしたことをやってみた効果は、どのようなものでしたか？ 被災者が

実践していなかった場合は、課題を遂行できなかった理由を探り、課題を修正して、もう一度課題を出してく

ださい。 

• 被災者は考え方の検証を行いましたか？ もし行なっていたら、どんなことが起こり、何を学びましたか？ 

• 「役に立つ考え方」の方法がうまくいっていれば、さらに、ほかの役に立たない考え方にも取り組みましょう。そ

の考えとおきかえられる、別の考え方を探してください。役に立つ考え方を、声に出してリハーサルしてもらい、

さらなる練習課題を出してください。 
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6. 周囲の人とよい関係をつくる                                   
Rebuilding Healthy Social Connection 

 

目標 周囲の人や、地域の支援組織と、よい関係をつくります 

理論的説明 
家族、友人、地域による社会的なサポートは、被災者の情緒的、現実的なニーズを満たす

役に立ち、災害後の被災者の回復力を強くします。 

対象 

次のような問題で困っている被災者 

• 孤立感、あるいは家族や友人から切り離された感じをいだいている 

• 人づきあい、あるいは地域とのつながりが途絶えている 

• 孤独を感じている 

• 新しい環境で生活している 

• 自分は認められていない、人の役に立たないと感じている 

• 自分に自信を持てない 

• 地域の支援、あるいは社会資源を活用できていない 

• 自分の感じていることや、体験したことを話す相手がいない 

• 助けを必要としているほかの人を、どのように手助けすればいいかわからない 

時間 20-30 分 

使用するもの 

 大人： あなたとつながりのある人たち 

     ワークシート 「人とのつながりの地図」 

  人とのつながりによるさまざまな支え 

 誰かにサポートしてもらうための 6 つのステップ 

 誰かをサポートするための 6 つのステップ  

子ども： ワークシート 「人とのつながりの地図」 
       

スキルの手順 

このスキルを学ぶ意味を説明したあと、 

1．「人とのつながりの地図」をつくる 

2．「人とのつながりの地図」をふりかえる 

3．つながりづくりの計画を立てる 
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このスキルを学ぶ意味を説明する 
Give Rationale for Building Healthy Social Connections 

 

災害は、人と人とのつながりに、大きな影響を与えることがあります。災害の被災者は、支えとなる人間関係のネ

ットワークからまったく孤立してしまうことが、少なくありません（離別、連絡が途絶える、転居など）。自分の体験につ

いて話したいと思っても、話せる人が誰もいないということがありえます。あるいは、自分から周囲の人との関係を遠

ざけてしまうこともあるでしょう。災害は、ある個人のネットワークに含まれる、すべての人に影響を与えかねないから

です。被災者は、誰かほかの人の「物語」を一生懸命に聞こうとし、ストレスを受けます。そしてだんだんほかの人を

支えることが負担になってきて、ついに人を避けるようになるのです。加えて、災害そのものへの反応が、人間関係

に悪い影響を及ぼすこともあります（怒りやイライラが強まることなど）。こうしたことのために、人づきあいが狭くなっ

たり、人とのつながりを失ったりすることに関する悩みを抱える被災者は、少なくありません。 
 

家族（子どもでさえ）や同僚など、毎日顔をあわせる人たちが与えてくれるサポートは、あっても忘れられがちで

す。また、被災者が自分の問題のせいで周囲の人たちに負担をかけることを恐れているような場合、あるいは現在

の交流関係が十分でないと感じているような場合は、人とのつながりのネットワークを広げる必要があるでしょう。一

般的に、災害は人々に、次から次へと重荷とストレスを与えます。多くの被災者はあまりに忙しく、疲れ果て、あるい

はほかの人の重荷を背負うことを躊躇するために、ほかの人に支援の手を差し伸べることをためらいます。被災者

が一時的に避難したり、転居したりした場合には、どこに行けば支援してくれる人を探せるのか、わからずにいるか

もしれません。 
 

周囲の人から良好なサポートを得られている被災者は、回復しやすいことが知られています。また、災害からの

復興回復を遂げたあとに、将来の困難に取り組む準備がよりスムーズにできる、といわれています。「周囲の人とよ

い関係をつくる」が目指していることは、被災者が、自分を支えてくれる人々がいることに気づけるよう、手助けする

ことです。それはもしかしたら、かれらが考えてみなかった、あるいは近づくことをためらっていた人かもしれません。

たとえばそれは、宗教関係者、かかりつけ医や各種のヒーラー、以前世話をしてもらった人かもしれません。そうし

た人々に目が向けられるようになれば、宗教団体、災害からの回復支援グループ、ヨガやメディテーションの教室、

コーラスグループ、スポーツクラブなどへの参加を考えることも、できるようになるでしょう。 
 

周囲の人とのつながりが大切であることを、次のように説明します。 
 

災害が起こったあとには、家族、友達、近所の人、地域で支援してくれる人たちとの関係を悪化させるような、

心身の反応が起こる人が少なくありません。また、災害によって、大事な人たちと引き離されてしまうこともありま

すし、災害はあなたの時間とエネルギーを消耗するたくさんの問題――小さなものから大きなものまで――を引

き起こします。災害後に周囲の人とよい関係をつくることは、次のようなことに役立ちます。 

• 理解されている、気づかわれていると感じられます。 

• 自分には居場所があると感じられます。 

• 必要とされている、求められていると感じられます。 

• 孤独ではないという実感が得られ、あなたが必要とする人、あるいはあなたを必要とする人とのつながり

を感じられます。 

• 直面している問題に、自分は対処できる、という自信を持てるようになります。 

• 力になってくれる人がいる、という安心感がもてます。 
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提供者への注意 

被災者の抱えている特殊な事情が、周囲の人との関係づくりを難しくしていることがあります。 
 

• それまでの人間関係が、被災者にとって多大な年月とエネルギーを注いでつくりあげてきたものである場

合。かつての関係に注がれた時間とエネルギーに対して、敬意を表してください。新しい関係を求める方

法を探るか、それとも既存の関係にふたたびつながる方法を探るかは、かれらの決定を尊重してください。 
 

• 被災者が愛する人を災害で亡くしている場合。悲嘆が回復を停滞させたり、人づきあいを途絶えさせたり

している可能性があります。悲嘆やつらい感情に対処するために、まず「心身の反応に対処する」のパート

からはじめるほうがいいかもしれません。かれらがそうしてもいいという気持ちになるまで、社交的な関係に

参加することを強制しないでください。 
 

• 被災者が不幸な関係――信頼できず、搾取的で、暴力をふるう人――を選んだ過去をもっている場合。

新しい関係でもこうしたパターンを維持しようとするかもしれません。こうしたことが起こっている場合は、こ

のスキルを学ぶ時間をこうしたパターンについて調べて、可能ならそれを変える、もしくは治療につなぐ機

会と考えてください。 

 
 

 
周囲の人とのつながりの大切さを強調する 1 つの方法に、歴史を通じて説明するやり方があります。人間は、生

活を変えるような出来事が起こると、寄り集まってきたことを話しましょう。災害が起こると、誰かの近くにいたいと思う

ことも、生活を再建したいという欲求のためにこうしたつながりを失うことも、どちらも同じくらい自然なことであることを

被災者が理解できるよう、手助けしてください。次の物語をそのまま使ってもいいですし、修正して、被災者の文化

や慣習と組み合わせてもいいでしょう。 

• 困難な状況に直面していているときに、よいアドバイスが得られます。 
 

こういう理由から、周囲の人とよい関係をつくる方法を考えてみることは、きっとあなたのお役に立つのではな

いかと思います。 

発達に関する注意 

子どもは、遊びを通じて周囲の人とのつながりを維持したり、生理的・情緒的な強い反応に対処したりします。

ところが、災害が起こると、遊びをやめてしまうことがあります。もしかしたら、かれらの保護者に活発さがなくなっ

ていたり、スランプに陥って意気消沈しているように見えたり、あるいはヘッドライトに照らされた鹿のように身動き

が取れなくなったりしているのかもしれません。子どもは、そうした保護者の「気力や態度」を真似ることがありま

す。こうした反応は、圧倒されるような出来事のあとには、普通に見られるものです。だからこそ大人は、幼い子

どもは、回復するために誰かと遊ぶことが必要であることを、知っておかなくてはなりません。子どもが少人数で

遊べるような機会を見つけてやり、遊びを促してやる必要があります。また、大人が一緒に遊んでやることで、子

どもたちの遊びを建設的な方向に導いて、災害の場面を繰り返すような遊びにならないようにしてやることもでき

ます。 



【6．周囲の人とよい関係をつくる】 

56               Skills for Psychological Recovery 
 

 

 
 

文化に関する注意 

これは文化的な問題に取り組むよい機会です。文化が違えば生活に変化をもたらすような出来事に対する解

釈もさまざまです。また、そうした出来事に栄誉を与えたり、敬意を払ったり、記念したりする儀式のやり方もさま

ざまです。災害が起こると人は支えあい悲しみを分かちあうために、誰かと一緒にいたくなります。集団をつくっ

たりペアになったりするやり方には、多種多様な伝統があります。その方法を選ぶのは被災者自身であること

を、思い出してもらいましょう。 

 
 
ステップ 1： 「人とのつながりの地図」を作る  Develop a Social Connections Map 
 

周囲の人とよい関係をつくっていくための 初の手順は、いま自分をとり囲む人のネットワークのなかにどんな人

がいるか、確認することです。もっともアクセスしやすい人が、かならずしもいちばん近くに住んでいる人とは限りま

せん。電話、電子メール、インターネットのソーシャル・ネットワーク、インスタント・メッセージなどを通じて、愛する人

や友人とのつながりを維持している人も少なくありません。この作業をはじめると、被災者は災害のせいで連絡がと

れなくなっている人のことを思い出すかもしれません。このワークの一部には、こうした関係を回復する方法を考え

ることも含まれています。このワークの目的は、自分がつながりをもっている人々との関係や、そうした関係がもって

いる意味の全体像を見わたせるようにすることです。さあ、人とのつながりの地図を作っていきましょう。 

 

数千年もの昔から、私たち人間は、生活に変化を与えるような出来事に直面してきました。大昔には、こうした

出来事というのは、部族の豊作の祝い、太陽や月にまつわる大きな変化、狩猟や災害や戦いで死んだ部族の

仲間の弔い、土地を移動する前に別れを告げることなどだったでしょう。 

私たちの時代で、生活に変化を与える出来事といえば、出産、子どもの成長や自立、結婚、転職や昇進、退

職、そしてもちろん災害による大きな変化――特に愛する人の突然の死――などです。こうした出来事を体験

すると、人はたいてい本能的に寄り集まります。そうしてお互いに支えあい、出来事について、あるいはその出

来事がどれほど自分の生活を変えたかについて、語りあいます。食事を用意し、ともに過ごし――ときには何日

もかけて――拡大された家族や部族のように、積極的に重荷をわかちあいます。あるいは、転機となる出来事の

よろこびを祝います。 

しかし災害が起こると、苦しい生活が続くことが少なくありません。のしかかってくるストレスのために、周囲の

人とうまく支えあうことができなくなることがあります。次々に起こる状況の変化に疲れ果て、じわじわと、人づきあ

いや支えあいを遠ざけるようになるかもしれません。 
 

周囲の人とのつながりの地図や、それを手に入れるための計画を作ることの背景には、このような考えがある

のです。生活を変えるような出来事を体験すると、人々は、グループになったりペアになったりなどいろんなやり

かたで寄り集まりますが、重要なことは、どこでどのように集まって、そこで何をするかといったことの選択肢は、

あなたが持っているということです。ご理解いただけるでしょうか。 
 

注：「人とのつながりの地図」を作る前に、この点について被災者と話しあってください。生活に大きな変化を及

ぼすような出来事が起こったとき、被災者の家族、あるいは文化では、人々はどんなふうに寄り集まるでしょう

か。自分たちのやり方や伝統について話したいか、被災者に尋ねてみましょう。 
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被災者に、「人とのつながりの地図」をつくることに対して、質問、意見、不安なことはないか尋ねてください。 
 

子どものための工夫 

家族、親、あるいは養育者は、子どもに自分の経験や重要な人間関係について話してやりながら、一緒に地図

を作ってあげましょう。思春期の子どもは、一人で作るか保護者と一緒に作るかを、本人に選ばせてください。 
 

提供者への注意 

被災者のなかには、「人とのつながりの地図」を作っているあいだ、意識を現在にとどめ続けることが難しい人

もいるかもしれません。失った人々（亡くなった愛する人、去っていった友人、接触を失ってしまった人々）に、思

いを向け続ける人もいるかもしれません。その人が現在周囲にいる人々に再び目を向けられるよう、さりげなく手

助けしてください。作業を続けることが難しいようなら、一旦中断して、「心身の反応に対処する」を使ってくださ

い。 

 

地図を作るための紙とペンを渡したら、作業をはじめてもらいましょう。作業を進めるのに苦労しているようなら、

「人とのつながりの地図」の例を示してください。あるいは、被災者が現在周囲にいる人々を思い出せるよう、付録 F

の「あなたとつながりのある人たち」のリストを読みあげてください。  

 
 

地図の作り方には、正しい方法も間違った方法もありません。これはあなたの周囲にいる人々に関する、あな

た自身の物語なのです。この作業をするのに、芸術家である必要はありません。それでも、もしあなたが地図を

作るのに気が進まないようなら、私と話しながら、あなたの地図を作っていくこともできます。私が内容を書き留め

たり、リストにしたり、絵にしたりしていきましょう。 
 

紙とペン、あるいはクレヨンを使って、大切な人たちとのつながりや、人間関係を地図にしてください。地図に

してみることで、あなたの周囲にはどんな人たちがいるのか、そうした人たちからどんなふうに支えられているの

か、全体像や意味を確認することができます。たとえば、自分の人間関係を、あなたを中心とする社会的な「原

子核」、あるいは社会的な「太陽系」として考えてみることができます。つまり、周囲の人々はあなたを中心にし

て、さまざまな時間や距離で廻っているというわけですね。 
 

あなたの作った地図と、ワークシート「人とのつながりの地図」（付録 F）を使って、次のことを明らかにしていき

ましょう。 

1．現在、あなたを囲む人の輪のなかには、どんな人がいますか 

2．あなたが必要とするのは誰ですか 

3．一緒に過ごす時間を減らしたいのは誰ですか 

4．どうすれば、あなたの現在の人間関係は、よりよいものになるでしょうか 
 

あなたにとって、いちばん大切で、つながりをもちやすい人との関係から書いていきましょうか。つまり家族や

地域にいる人たちからはじめて、そこに、主に電話やメールなどでやりとりする人々を加えていくわけです。さら

に、あなたが加えたいと思う人、グループ、組織などをつけ加えていきましょう。 
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「あなたとつながりのある人たち」のリストを見てもらったら、それに対する質問や意見がないか、尋ねてください。

被災者自身の人とのつながりの例を地図に書き加えていくよう、促しましょう。極端にストレスを受けていたり、孤立

したりしている被災者のなかには、自分のネットワークにいる人々のことを思い出せない人がいるかもしれません。リ

ストを見せたり、その人が過去に頼りにしてきた人々について尋ねたりすることで、地図の内容を豊かにしていける

よう手助けしてください。 

 
 
ステップ 2： 「人とのつながりの地図」を眺めてみる  Review Social Connections Map 
 

地図が完成したら、それを眺めながら、いまどんなサポートが受けられるか、どんなサポートが必要か、考えてい

きます。付録 F のワークシート「人とのつながりの地図」と、「人とのつながりによるさまざまな支え」を使ってください。

地図をじっくりと見ながら、そこに描かれたさまざまなサポートに関する話をさらに引き出してください。次のように言

います。 

 

 
現在連絡がとれる人は誰か、その人からどんなサポートが得られるかを確認できたら、続いて、足りないことや、

連絡をとれなくなっている人を確認します。 

 

さて、これで私たちはあなたの地図にどんな人たちがいるか、確認できましたね。次に、この人たちにどんな

サポートをしてもらえるか、考えていきましょう。このワークシートを使いながら進めていきます。サポートにはいろ

んなタイプがありますね。社交的なつきあいをしたい人もいれば、寂しいときに話を聞いてほしいと思う人もいる

でしょう。それぞれのサポートがどんな役割を持っているか、見てみましょう。 
 

 地図とワークシートを使って、次のことを明らかにしていきます。 

• 現在あなたにとって、いちばん大切な人間関係はどれですか？ 

• 自分の体験や気持ちを話せる人は誰ですか？ 

• 一緒にいて、ぴったりくる人は誰ですか？ 

• あなたの回復に役立つアドバイスをしてくれるのは誰ですか？ 

• これからの数週間、社交的なつきあいをしたいのは誰ですか？ 

• あなたの手助けや、サポートを必要としているのは誰ですか？ 

• 問題に対処できるという自信をあなたにもたせてくれるのは誰ですか？ 

• 現実的な手助けをしてくれるのは誰ですか？ 
 

ワークシートを使って、必要なサポートのタイプや、被災者が現在連絡をとれる人を、確認していきましょう。 

さて、あなたが頼りにしているのは誰か、誰がどんなサポートを与えてくれるかが、わかってきました。 

今回のような苦しい時期をくぐり抜けていくときには、よりしっかりとしたサポートを必要としたり、連絡が取れな

くなっている人たちと再び連絡をとりあいたいと思うことがあります。ワークシートのこの部分では、いまのあなた

の環境に足りないこと、あるいは変えたほうがよいところを、確認していきましょう。 
 

ワークシートを使って、次のことを確認していきます。 

• 足りない種類のサポートはありますか？（話を聞いてくれる人、アドバイスをしてくれる人、たまった仕事を

手伝ってくれる人、社交の相手になってくれる人など） 
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ステップ 3： つながりづくりの計画を立てる  Make a Social Support Plan 
 

被災者が周囲の人とよい関係をつくるために変化させたいと思っている領域を、特定しましょう。それから、数日

あるいは数週間という期間を想定して、必要な変化を起こすための計画を立てます。次のような手順で、被災者が

変えたいと思っていることをベースに、計画を立てていきましょう。 
 

• より手厚いサポートや、異なったタイプのサポートへのニーズ、あるいはコミュニティともっとつながりを持ちた

いという要望（たとえば、子どもを新しい学校に入れる手助けなど）に対しては、「問題解決のスキルを高める」

を使ってください。 

• 回復の妨げになっている人間関係を変えたい、というニーズをもっている被災者に対しては、「問題解決のス

キルを高める」と「心身の反応に対処する」の両方、もしくは、そのどちらかのスキルを使ってください。 

• 周囲にいる人を見つけくい被災者に対しては、付録 F のワークシート「人とのつながりによるさまざまな支え」

を使って、その人が必要とする、あるいは与えることのできる社会的サポートを探す手助けをしてください。 

• 人づきあいが限られている被災者や、どうやってサポートしてもらったらいいのかわからない被災者に対して

は、計画を立てる前に、付録 F の「誰かにサポートしてもらうための 6 つのステップ」を使ってください。 

• ほかの人をサポートしたいのに、その方法がわからない被災者に対しては、計画を立てる前に、付録 F の「誰

かをサポートするための 6 つのステップ」を使ってください。 

• 社交的な活動を増やしたい被災者に対しては、「問題解決のスキルを高める」と「ポジティブな活動をする」の

両方を使ってください。 
 

ワークシートに計画を書いていきましょう。行動計画は、被災者がいつ何をするべきか、はっきりと指し示す具体

的なものになるようにしてください。被災者が計画の内容を理解できているか、確認しましょう。計画を実行に移す

には、どんな手助けや方向づけが必要でしょうか。（たとえば、被災者が選んだサポートを得るための具体的な手順

を、カレンダーに書いておくなど） 
 

• いまは連絡が取れなくなっているけれど、連絡を取りたいと思う人はいますか？ 

• もっと長い時間一緒にいたいのは誰ですか？ 

• 一緒にいる時間を減らしたいのは誰ですか？ 

• 改善する必要のある人間関係はありますか？ 

• ほかの人の手助けをしたいと思うことはありますか？ 

• 人づきあいを増やしたいですか？ あるいは、ほかの人がそうした機会を増やす手助けをするために、コ

ミュニティ・グループでボランティアをしたいですか？ 
 

ワークシートの空欄に、被災者が変えたいと思っていることを書き入れてください。 
 

注：この作業の目的は、こうした質問について 1 つひとつ尋ねることではありません。目的は、被災者が、自分の

現在の人間関係をどのように改善していきたいか、明らかにすることです。 
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フォローアップ面接： 課題のふりかえり  Follow up: Review Assignment 
 

被災者が「よい関係づくりの計画」に取り組めたかどうか、確認してください。もし取り組めていたら、どんなことが

起こりましたか。どんな効果がありましたか。ふりかえりを行うときには、計画に取り組んだ被災者のどんな小さな努

力も、ほめてください。次の 3 つの点について、被災者と話しあいます。 
 

• 簡単に、「周囲の人とよい関係をつくる」スキルの意味を、ふりかえってください。 

• 計画に取り組んだら、どんなことが起こりましたか。被災者は、その計画を実行するためのスキルをもっていま

したか。何か障害になるようなことはなかったでしょうか。これらのことに対処し、必要に応じて課題を修正して

ください。もし被災者が計画を行動に移していなければ、その理由を探り、課題を修正して、もう一度やっても

らうことを考えてください。 
 

計画がうまくいっていれば、周囲の人との関係をさらによいものにしていくために、他のことにもチャレンジしてみ

ましょう。新たな計画を立てることを被災者に提案し、次回の面接までに、行動に移してもらいます。 
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継続面接： SPR スキルを使う、意欲を高める、後退を防ぐ        
Multiple Contacts: Applying SPR Skills, Enhancing Motivation, and Preventing Setbacks 

 

 

複数回の面接が行えるなら、継続面接では次のようなことができます。①問題に対して SPR スキルが使えるよう

被災者を手助けする ②SPR スキルを使うことへの意欲を高める ③面接終了後の後退を防ぐ。 
 

 

SPR スキルを使う： 継続面接の手順 

Applying SPR Skills: Steps for Follow-Up Visits 

 

継続面接を行うことができれば、被災者が SPR スキルを使ってみてどうだったか、確認することができます。その

スキルを使い続けたほうがいいか、それとも新しいスキルを教えたほうがいいか、判断してください。継続面接の進

め方は、それぞれのパートでも触れていますので、ここでは、継続面接における一般的な留意事項をあげておきま

す。 
 

1．前回の面接内容と、SPR スキルを実際に使ってみてどうだったかをふりかえる 

2．同じスキルを引き続き使うか、それとも新しい SPR スキルを紹介するかを判断する 

3．今後の継続面接のプランを検討する 
 

 

1．前回の面接をふりかえり、SPR スキルを使ってみてどうだったか、尋ねる 

継続面接では、前回の面接内容を要約し、続いてその後の様子を尋ねてください。 

• 前回の面接で学んだ SPR スキルの手順を再確認してください。 

• 被災者が SPR スキルを使ったり理解したりするために、さらに手助けが必要か、判断してください。 

• SPR スキルを使うことに対して、新たな問題は起こっていないか、確認してください。 

• 新しい SPR スキルを教えたほうがいいか、判断してください。 
 

被災者に SPR スキルの手順を思い出してもらうために、次のように言います。 
 

前回、私たちは、＿＿＿＿＿＿の問題に対処するために、「問題解決のスキルを高める」をやりましたね。こ

れには、4 つの簡単な手順がありました。（1）問題を明確にして、責任者を決める （2）目標を決める （3）ブレイ

ンストーミング （4）アイディアを評価して、ベストな解決策を選ぶ。 

ワークシートを見てみましょう。私たちは、あなたの問題に対処するために、スキルを使うための計画を立てま

したね。さて、あれからどうでしたか。 
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被災者がスキルを使ってみようとしたかどうか、判断してください。もし使っていれば、どんなことが起こったでしょ

うか。その過程は、被災者にとってどのようなものだったでしょうか。スキルをやってみようとした被災者の試みは、ど

んな小さなものでも、ほめてください。被災者はどの手順をやってみようとしたでしょうか。何か妨げになるような問題

はなかったでしょうか。前回資料を渡していたら、そこから何か役に立つ情報が得られたか、尋ねてください。役に

立っていなければ、その情報を使ってより役に立つほかの情報がないか探してみたかどうか、尋ねてください。 
 

SPR スキルを使うことで問題や感情が改善したか、尋ねてください。これはとても大切な質問です。これを尋ねる

ことによって、被災者は SPR スキルのよい効果に気づくことができます。そして、スキルを使い続けようという意欲を

高めることができるでしょう。 
 

被災者が SPR スキルを使ってみようとしていなければ、その理由を探ってください。SPR スキルを使うことに意味

を感じられるか、尋ねてください。行動に移すことと、立てた計画をやり通すことの大切さを強調し、スキルを実践す

るよう励ましてください。次のように言います。 
 

 

いろいろなことがあって、前回話しあった方法を使うことが難しかったんですね。どんなことが妨げになった

か、少し具体的に話していただけますか（別のやり方でスキルを適用するか、ほかのスキルを紹介するか判断す

るための情報が得られるよう、詳しく探ってください）。 
 

次のように伝えることができます。 
 

• 起こったことについて、考えたり、直面することを避けるために SPR スキルを使わない人がいます。あなた

にはこのようなことは起こっていませんでしたか？ あるいはときに、これらのスキルを使うことで、不快な感

情が起こるのではないか、と恐れる人々もいます。あなたはこうした心配をしましたか？  

＊その場合は、そうした反応をうまく取り扱うためのスキルを教えられることを説明し、問題を避けるよりも、

直接向き合ったほうが事態は良くなっていくことを、再度伝えてください。 

• スキルを使ってみたいと思っても、その時間がないことに気づく人がいます。あなたに当てはまりますか？  

＊その対策の 1 つは、前もって計画を立てることです。日々の生活のなかでスキルを使ってみる時間を、

具体的に選んでおきましょう。そうしておけば、スキルを使わないままで一日が終わってしまう、ということが

なくなります。 

• またあるときには、面接の直前までスキルのことを忘れている人がいます。あなたは、今日の来談のことを

考えてから、急に計画のことを思い出しませんでしたか？  

＊もしそうだとしても心配はいりません。それは私たちが、このスキルがあなたに適しているかどうか確認し

なくてはならない、ということを意味しています。あなたに適したものであるなら、日々の生活のなかでスキ

ルを使う時間の計画を立てておくことが、役立つでしょう。あなたに適していないようなら、ほかのスキルを

試してみましょう。 
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2．同じ SPR スキルを続けるか、新しいものを教えるか判断する 

被災者が SPR スキルをうまく活用できていれば、このスキルを使って対処できる問題はほかにないか尋ねてくだ

さい。被災者の達成感をいかして、ほかの問題にも対処しましょう。問題の優先順位が同じかどうか確認するため、

初の面接の情報を再確認してください。あるいは、さしあたってもっとも重要な問題は何か、尋ねてもいいでしょう。

次のように言います。 
 

それはすごい！ 「問題解決のスキルを高める」でやったスキルを使って、目標の 1 つを達成することができた

んですね。 

あなたは先週、＿＿＿＿＿の問題でも困っているとおっしゃっていましたが、「問題解決のスキルを高める」

のワークシートを使って、この問題に対処する計画を立てたいと思いますか？ 

 

その SPR スキルが役に立たなかった場合、もしくはスキルを使うことが難しかった場合には、スキルをどのように

練習したり使ったりすればいいか、被災者と話しあってください。次のように言います。 
 

あなたは、呼吸法は期待していたほど役に立たなかったとおっしゃいましたね。なぜだと思われますか？

（被災者が答えたあと）：このスキルは、繰り返し練習することで効果を発揮します。呼吸法というのは、あらかじ

めストレスがないときに繰り返し練習しておかないと、ストレスが高まったときに使うことができません。一日のうち

で、呼吸法を練習する時間をとることはできましたか？ ストレスが少ないときに練習できましたか？ 起きたと

き、お風呂のあと、昼休み、あるいは寝る前などに試してみましたか？ 

 

その問題に対処するために、別のSPRスキルを選ぶか、あるいはほかの問題領域に着手するか、判断してくださ

い。このときにもまた、 初の面接で得られた情報に戻って、ほかに SPR スキルが役に立ちそうな問題があるかどう

か、確認してください。とくに、 初に教わったスキルが、現在の問題を解決するのに役立つと被災者が感じている

場合には、そのようにしてください。またあるいは、すでに教えた SPR スキルを実践するのに問題が起こっていれば、

それに対処する新しい SPR スキルを教えてください。たとえば、役に立たない恐ろしい考えに対処すること、あるい

は気力の低下を防ぐためにポジティブな活動を計画することは、問題解決に対する意欲を高めることに役立ちます。

次のように言います。 
 

周囲の人が苦しんでいるときに楽しいことなんてできないと感じたために、ポジティブな活動を計画することが

困難だったようですね。「役に立つ考え方をする」という別のスキルを使って、その感情に対処することがお役に

立つのではないかと思います。災害のあとに「役に立つ考え方をする」ことが重要である理由を、説明させてくだ

さい。 

 

 

3．今後の継続面接の予定を考える 

あなたが再び被災者と会えるかどうかは、さまざまな要因によって左右されます。たとえば、被災者の意欲の程度、

被災者が SPR 面接のために使える時間があるかどうか、どの程度スキルが役に立っているか、SPR スキルを使うこ

とがどの程度その人の問題解決に役立つとあなたが考えているか、などの要因があるでしょう。面接回数を決めると

きには、1 回の面接に対してあまり多くの計画をつめこまないほうがいいでしょう。1 つのスキルをしっかりと教えて、

その後の接触のためにドアを開けておきます。被災者に負担を与えてはいけません。 
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被災者が次回の面接を行うことを承諾した場合は、その回の面接でどんなことを取り扱ったかをふりかえり、新し

い行動計画について検討します。それぞれのスキルのワークシートが役に立つでしょう。次回の面接までに何か問

題が起こったら、それに対して学んだスキルを使ってみるよう、被災者を励ましてください。もしそれができるようであ

れば、定期的にスキルを実践するように伝えてください。定期的に実践すれば、より効果的にスキルを使えるように

なることを強調してください。そのスキルがもっとも有効な時間と場所を選びましょう。 
 

後に、あと何回面接を行えるか再確認し、面接をその回数行うことの意味について、話しあいます。 
 

 

SPR スキルを使うことへの意欲を高める 

Increasing Motivation to Use the SPR Skill 
 

SPR スキルを実践することが難しい場合は、どうすれば意欲を高めることができるか考えましょう。人には、自分で

決断したり変化のための計画を選んだりした場合にもっとも行動を変えやすい、という傾向があります。この原則を

使いましょう。（1）共感を示しつつ、問題領域を明らかにする （2）その人の現在の状況、将来への希望、目標、ニ

ーズなどのあいだに不一致がないか確認する （3）自己効力感を高める 
 

 

1．共感をもって問題領域を明らかにする 

共感を示すということは、思いやりと理解と肯定的な関心を示しながら、被災者が自分の悩みについて考えられ

るよう、手助けすることです。公平であるよう努めてください。被災者の悩みをあなたがどのように理解したか、その

内容を伝え返すことによって、理解を示してください。より詳細に話せるよう、開かれた質問〔はい・いいえでは答えら

れない質問〕をしてください。質問をするとき、あるいは助言を与えるときには、そうしてもいいか尋ねてください。状況

を被災者の視点から見るよう努め、相反する思いを同時にいだくことは普通のことであることを伝えましょう。こうした

対応をしながら、次の事柄について判断してください。 
 

• 被災者はスキルを学ぶことを必要だと感じていますか 

• 被災者はスキルを実践できるという自信をもっていますか 
 

スキルを使うことに対する優先順位が低いために、スキルがうまく使えていない場合は、被災者が優先順位を明

確にできるよう、手助けしてください。日々の生活における、ほかのものごとの優先順位を尋ねてみるといいでしょう。

さらなる情報を得るために、「このスキルを使うことがあなたにとってもっと重要なことになるためには、どんなことが

必要ですか？」などの質問をするやり方もあります。 
 

スキルを使うことを妨げている原因が、それを実践する能力に対する被災者の自信のなさにあるなら、肯定的な

メッセージを伝えることによって、自信を与えてください。次のように言います。 
 

• 「なるほど、あなたは＿＿＿＿＿（家族やからだを大事にすること、気分をよくすることなど）をとても大切に

しておられるのですね」 

• 「あなたはとても強い方のようです。あなたはこれまでの人生でたくさんの困難なことを体験してきて、しかも、

それをなんとか乗り越えてきたのですから」 
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また今回のように、うまくいかないことに対策を講じたり、それを乗り越えたりした経験を尋ねます。たとえそれが、

問題になっているスキルと関係ないことでもかまいません。たとえば、「これまでの人生で、困難な状況をうまく切り

抜けたときの経験について、話してくださいませんか。どんなことを、どんなふうにやりましたか？何を感じました

か？」などのように尋ねます。被災者が、自分には SPR スキルを実践する力があることを思い出し、自分の問題に

挑戦する自信がもてるよう、手助けしてください。未来に向けた質問をすることも、自信を高めることに役立ちます。

次のように言います。「想像してみてください。あなたはいま、このことに対して完璧な自信を持っています。さて、そ

の自信はどこから湧いてきたのでしょうか？」 
 

 

2．不一致を確認する 

現在の状況が、自分の理想とする状況や目標からどのくらい隔てられているか、被災者に話してもらいましょう。

このような不一致を確認することは、それを少なくしようという意欲を高めますし、SPR スキルを使うことに対する働き

かけにもなります。 
 

ほかに、SPR スキルを使わないでいることの否定的な結果に注目してもらう、という方法もあります。否定的な結

果への気づきは、あなたからではなく、被災者から起こるのでなくてはなりません。スキルを使うことのよい点と悪い

点をリストアップするワークシート「バランスシート」（付録 E を参照）を使って、スキルを使わないでいる理由と、スキ

ルを使う理由を、それぞれ熟考できるよう手助けします。スキルを使わないでいることの理由を片側の欄に書き、もう

一方の側にスキルを使う理由を書き、両者を比べます。次のように言います。 
 

確かにあなたには、＿＿＿＿しないでいるもっともな理由がありますし、そのいくらかについては、すでにお

聞きしましたね。それについて、ディベートをしてみませんか。私は＿＿＿＿は必要ない、と主張する立場に立

ちます。あなたの役割は、私にはそれが必要だと説得することです。 

 

「バランスシート」について話しあっていると、あなたは抵抗にあうかもしれません。スキルを使うことに対する被災

者の相反する思いや抵抗感をそのまま伝え返すことによって、論争を避けてください。オープンエンドの質問をして、

被災者が問題となっていることを明らかにしたり、その問題を解決するのに必要なアイディアを出せるよう、手助けし

てください。たとえば、もし被災者が、近所の人と交流するために玄関先で過ごす、というポジティブ活動を計画す

ることに抵抗しているなら、次のように言います。 
 

 家のなかにいるときにどんなことをしているか、どんなことを考えているか、話していただけませんか。 

 ご近所の人とおつきあいすることに対して、ナーバスになっておられるように聞こえます。これまでのご経

験のことを考えれば、理解できることです。 

 あなたは家のなかにいることによって、どんな利益を得ていますか。 

 家の周囲にあまり出ないことに対するマイナス面は、どんなことでしょうか。 

 もしあなたが家のなかにいなければ、どんなことが起こると思いますか。状況はどんなふうに変わります

か。 

 もう少し玄関先で過ごす時間を増やしたときに、あなたがよりナーバスにならずにいられる――いまより少

し居心地よく感じられるような――方法は、何かあるでしょうか。 
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3．自己効力感を高める 

できるかぎり、ＳＰＲスキルを実行するための計画の具体的な手順を、被災者自身に決めてもらいましょう。それに

よって、ＳＰＲスキルを実行するためのヒントを、被災者から引き出すことができます。SPR スキルを使う理由につい

て話しあうだけでも、それを試してみたい、という被災者の欲求を高めることができます。行動計画の具体的手順を

徹底的に話しあえば、計画を実行する自信が高まります。被災者が計画を忘れないように、ワークシートを使ってく

ださい。 
 

計画について話しあったら、「これをやってみたいですか？」と尋ねます。気が進まない様子だったり、ためらった

りしている場合は、「はい」と答えるように圧力をかけてはいけません。気が進まないということは、あなたが結論を急

ぎ過ぎているということを意味しているのかもしれません。あるいは、被災者にもっと自信が必要なのかもしれません。

被災者がやってみたいと思うような、あるいはできると感じるようなプランを見つけ出すよう、努力してください。短い

時間でやれるような、行動計画の「お試しプラン」を提案してみてもいいでしょう。 
 

 

後退を防ぐ  Preventing Setbacks 
 

SPR スキルを使い続ければ、より多くの成果を手に入れられることを、被災者に理解してもらいましょう。SPR スキ

ルを使うことを、いつもより難しく感じる日や時期もあるでしょう。そのことをあなたがきちんと理解していることを、説

明してください。こうした困難な時期に被災者が SPR スキルを続けられるよう、手助けしてください。次の手順を使っ

て、後退を防いでください。 
 

1．習得した SPR スキルの内容を確認する 

2．進歩について現実的な期待をいだけるよう、手助けする 

3．「警告サイン」を特定し、こうした兆しが出てきたらどうするか、計画を立てる 
 

 

1． 被災者の到達内容をまとめる 

あなたが取りあげた範囲を確認して、被災者が達成したことを言葉にして伝えます。あとで被災者が見直せるよう

に、二人で（あるいはあなたか被災者かのどちらかが）その内容を書きとめておくといいでしょう。習得した SPR のス

キルについてまとめるときには、目標、内容、達成できたことを含めてください。 
 

 目標： 初に目標としたこと、あなたと被災者が到達しようとしたことをふりかえります。 初の面接に対し

てどのような期待をいだいていたか、思い出してもらいましょう。もしあなたが 初の目標について記録して

いれば、それを伝えます。作業しているあいだに目標が変化していれば、それについても話しあいます。 

 内容： 取り組みの内容をふりかえります。あなたが教えたスキル、それぞれに対する理論的説明などが含

まれます。あなたにテストされていると被災者が感じないように、質問するかたちにするよりも、これまでにし

たことをあなたが伝えていくほうがいいでしょう。たとえば、「 初、私たちはあなたの問題を解決するため

に時間を使いましたね。それから、考え方の大切さと、それがどれほどあなたの感情に影響を与えている

かについて、話しあいました」。何を、なぜしたのかについてあなたが要点をまとめたら、その内容で間違

いないか被災者に確認し、何かつけ加えることはないか、尋ねてください。また、どれがもっとも役に立った

か、あるいは役に立たなかったか、尋ねてください。 

 達成できたこと： 習得したＳＰＲスキルの内容について尋ねます。被災者はどんなことを達成できました
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か？ どんなよい変化がありましたか？ 初の目標をふりかえりながら、それぞれの目標に関して得られ

た進歩に対して、コメントしてください。被災者が進歩した点をあげたら、それに同意してください。進歩を

示している具体的な例をあげてもらうことで、達成感を強化します。被災者の合意があれば、あらかじめ被

災者が達成できたことのリストをつくっておき、それを一緒に確認してもよいでしょう。たとえば、次のように

言います。 
 

私たちは何回かお会いして、たくさんのことを一緒に学んできましたね。今日が 後の面接になりますので、

少し時間をとって、あなたが学んだ新しいことを思い出してみましょう。 
 

初に私たちは、災害に対する一般的な反応について学びました。それらの多くはあなたも経験されたこと

でしたね。それから、不安反応に対処するために、呼吸のスキルを学びました。あなたが呼吸法を練習なさった

ことや、それを不安を感じたときにほかの場面で使ったことを、私はうれしく思いました。呼吸法がいちばん役に

立ったのは、どんな状況でしたか？ 
 

あなたは不快な気分と、気力の低下に対処するスキル――たとえ気が進まなくてもポジティブな活動をするこ

と――も学びましたね。あなたは、とてもよくがんばりました。たくさんの計画（活動の名前）を立てましたね。こうし

たことは、どんなふうにあなたの役に立ちましたか？ 
 

後に、役に立つ考えとはどのようなものか、あなたの恐怖心がどのように役に立たない考えと結びついてい

るかということについて、学びました。より役に立つ考えに変化させることによって、気分を改善させることを学び

ました。一緒にこうしたことに取り組んできたなかで、私はあなたがご自分の考えを把握して、それを変化させる

能力に感動しました。 
 

あなたにとってもっともよい変化は、どのようなことでしょうか。 

今日の 後の面接で確認しておきたいと思うことは、何かありますか。 

 

 

発達に関する注意 

たった数回の接触であっても、子どもが SPR 提供者にいだく愛着の強さを軽く見積もらないよう、注意してくだ

さい。面接を終えるときには、子どもがお別れをして、自分の感情（寂しさ、不安）を表現するための時間を用意

してください。あなたは、一緒に楽しい時間を過ごせたこと、かれらのことを忘れないことを伝えてください。シン

プルに握手でお別れする子どももいれば、少し時間をとってお互いの絵を描きたいと望む子どももいるでしょう。

修了証明書や、いっしょに撮った写真など、何か記念になるものを手渡すことを考えてください。 

 

 

2．進歩に対する現実的な期待を持ってもらう 

「回復」という言葉が意味することについて、被災者と話しあってください。回復とは段階的に進むものであること、

つまり平坦な道ではなく、調子がよいときもあれば悪いときもあるということを、確実に理解してもらいましょう。「回復

とは、調子が悪いときよりもよいときのほうが多くなることである」と伝えてもいいでしょう。回復期にあっても、きっかけ

に対して反応したり（とくに災害の記念日など）、なんらかの問題をもっていたりすることは当たり前のことであること

を伝えてください。 
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時間 

「後退」という言葉の意味――いくつかの反応が再び起こる時期のこと――について説明してください。回復とは

段階的なものであること、後退が起こるのは一般的であることを強調します。段階的に進む回復の性質について説

明するために、下にあげたようなグラフを描いてください。またそのグラフを使って、たとえ一時的な後戻りがあった

としても、回復の経過は上向きであるという全体像を思い浮かべるよう、被災者を励ましてください。ある日とその次

の日を比べるよりも、 初の面接からどれだけ達成できたかについて考えるほうが（とくに調子が悪いときには）、よ

り役に立ちます。 
 

 

 

 

正しい食べ方を学んで、体重を落として、それからダイエットが急に嫌になって、またいくらか体重が増える人の

ことをたとえに出してもいいでしょう。このことは、ダイエット全部が無駄であったことを意味しません。一時的に嫌に

なることがあっても、諦める必要はないのです。回復も同じです。再びダイエットに取り組むことができるのと同じよう

に、被災者はまたスキルを使い続けることができます。子どもにはうまく学べたこと（自転車の乗りかたなど）につい

て考えてもらいます。たとえ 2、3 回失敗しても、少しずつ上手になっていくことを思い出してもらいましょう。大事なこ

とは、上手にできるようになるまで、自転車に戻って練習し続けることです。 
 

3．「警告サイン」を特定し、こうした兆しに対する計画を立てる 

やがてくる後退のきっかけになるかもしれない状況（もともとのトラウマや災害、喪失を思い出させるようなものに

触れるような状況）について、被災者に考えてもらいます。ほかの物事がうまくいっていないときには、より後退が起

こりやすくなることを指摘します。付録Ｇのワークシート「後退を防ぐ」を使って、こうしたリスクの高まる状況のリストを

作ってください。たとえば、同じような出来事のニュースを聞く、ストレスが高まる時期（転職や転校、受験、引っ越し、

家族の病気、経済的問題など）、災害の記念日などが含まれます。 
 

後退のきっかけになるかもしれない状況を確認するときには、後退の兆しである初期の警告サインに被災者が気

づけるようにしておく必要があります。自分がどのようにふるまっているか（とくにリスクの高まる状況で）、普段からモ

ニターしておくよう励ましてください。災害のことを考えていたか、活動や状況への回避はあったか、不安や恐怖を

感じていたか。こうしたことが後退の初期の警告サインになるかもしれないことを、説明してください。眠れなくなるこ

と、もしくは警戒心が高まることが 初の兆候である、という人たちがいます。初期の警告サインは、考え、感情、行

動、身体的反応、日常生活でのトラブルにあらわれるかもしれません。被災者が今後参照できるような初期の警告

サインのリストづくりを手伝ってください。 
 

回復 
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次に、ワークシート「後退を防ぐ」を使って、今後起こってくる初期の警告サインへの対処計画を立てる手助けを

します。必要に応じて、スキルの選択について話しあったり、スキルの使用を促したりしてください。次のように言い

ます。 
 

これから先、苦しくなるかもしれないときのために、あなたがどんなスキルを使えるか、確認しておきましょう。不

安になりそうな状況が 3 つほど確認できましたね。あなたが学んできたなかで、どのスキルが役に立ちそうです

か？ 
 

あなたは呼吸のスキルを学びましたね。つらい状況になる前、あるいはそうした状況にいるときに、あなたは呼

吸に集中して不安を抑えることができます。ほかにはどんなことができるでしょうか？ 役に立つ考え方のスキル

を使うこともできますね。そうした状況が起こる前に、あなたはその状況に対する考え方を変えることができます。

あるいは、誰かに支えてもらうことについて考えることもできます。「人とのつながりの地図」を使って、どんな人が

あなたを支えてくれるか確認しましたね。 
 

あなたはまた、折にふれてワークシートをふりかえることもできます。ワークシートには、私たちが一緒に学ん

できたことのすべてがつまっています。さあ、こうしたアイディアを「初期の警告サイン」に対する行動計画に書き

こみましょう。 
 

あなたがこれらのスキルを学んできた取り組みは、非常にすばらしいものでした。けれどもほかのスキルと同じ

ように――たとえば絵を描くこと、スポーツをすること、車の運転でさえ――上達して、より自然に使えるようにな

るためには、練習が必要です。ＳＰＲ面接が終わってから、さらに上達する人は少なくありません。どうぞＳＰＲス

キルを練習し続けてくださいね。そうすれば、スキルはより自然に身について、意識しなくてもできるようになりま

す。そのことは、あなたが困難な時期を迎えたときの備えとなるでしょう。 

 

 

行動計画は一人ひとりにあわせて調整する必要がありますが、以下に例をあげておきます。 
 

私の行動計画 

 

1．ＳＰＲ面接で行った内容と、私が達成したことのすべてをふりかえる 

2．誰にでも調子の悪い日があること、「私の進歩のすべてが無駄になることはけっしてない」ことを思い

出す 

3．初期の警告サインを見逃さないようにするために、自分の考え、感情、行動をモニターする 

4．警告サインに対処するために学んだ方法を使う（とくに、もっとも役に立つもの）。すぐに効果がみら

れない場合は、のちほど、あるいは翌日、もう一度やってみる 

5．学んだスキルを私に思い出させてくれるよう、あるいはスキルの手助けをしてくれるよう、誰かに頼む 

6．これらの方法を十分な時間やって、それでも気分が改善しないときには、カウンセリングを受ける 
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